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わたり温泉鳥の海　グランドオープン
● 町勢の進展に貢献

亘理町長老に三氏を推戴
● 町民と行政のパイプ役

行政区長に委嘱状を交付
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目  次

次
回
の
広
報
わ
た
り
６
月
号
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施
設
の
全
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
担
当
／
商
工
観
光
課

☎（
３
４
）０
５
１
３

交
流
を
呼
ぶ
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
へ

４
月
９
日
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
、
７
年
ぶ
り
に
宿
泊
を
再
開
し
ま

し
た
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
は
、
平
成
20
年
に

町
営
施
設
と
し
て
開
業
し
て
以
来
、
年
間

20
万
人
以
上
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
る
津
波
で
１
階
部
分
が
損
壊
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
平
成

26
年
に
日
帰
り
入
浴
の
営
業
を
再
開
す
る

と
と
も
に
、サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
に
民
間

活
力
導
入
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
29
年
4
月
に
は
施
設

の
指
定
管
理
者
と
し
て
株
式
会
社
ホ
テ
ル

佐
勘
に
運
営
を
委
託
す
る
運
び
と
な
り
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
昨
年
12

月
か
ら
施
設
の
改
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
初
日
の
記
念
式
典
に
出
席
し

た
齋
藤
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
今
日
と

い
う
日
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い

た
。
ホ
テ
ル
佐
勘
の
運
営
で
正
式
に
再
開

を
果
た
す
『
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
』
が
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
民
や
町
外
の

方
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

と
今
後
へ
の
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
町
内
外
か
ら
約
８

０
０
人
が
来
場
し
、
宿
泊
室
も
ほ
ぼ
満
室

と
な
り
、
温
泉
の
利
用
客
か
ら
は
、「
泉

質
が
よ
く
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」「
ま
た

通
え
る
よ
う
に
な
っ
て
嬉
し
い
。」
と
喜

び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

今月の表紙
復旧した鳥の海公園の開園
を記念してテープカット。
新生亘理の実現に向けて一
歩一歩確実に進んでいき	
ます。

	 2	◦	わたり温泉鳥の海グランドオープン
			   町勢の進展に貢献
	 5	◦	亘理町長老に三氏を推戴
			   町民と行政のパイプ役
	 6	◦	行政区長に委嘱状を交付
	 3	◦	トピックス
	 	 	 　地方創生で相互に協力　㈱七十七銀行と協定締結
	 4	◦	　相互連携で安全確保　

近隣市町と大規模水害時の避難連携協定締結
	 	 	 　スポーツ交流の拠点再び　亘理都市公園・鳥の海公園開園式

	 7	◦	荒浜漁港フィッシャリーナ リニューアルオープン
	 	 	 地産地消クッキング

	 8	◦	亘理町人事

	 	 	 やすらぎからのひとこと
	 12	◦	認知症高齢者等見守り事業が始まりました

	 13	◦	突撃！生活支援コーディネーターがゆく
	 	 	 見たい！知りたい！行ってみたい！vol.5

	 14	◦	ニュース＆ニュース
	 	 	 　浜っこかあちゃんの軌跡 全国へ　農林水産大臣賞受賞
	 	 	 　地域みんなで無事故願う　春の交通安全運動
	 	 	 　期待膨らむ学校生活　町内小中学校で入学式
	 	 	 　亘理に誓う志　教職員服務宣誓式
	 	 	 　サケの成長思いはせ　サケ稚魚放流体験学習
	 	 	 　鳴り砂保全への第一歩　吉田浜海岸クリーンアップ作戦実施

	 16	◦	亘理町障がい者プランを策定しました

	 20	◦	ふれあいひろば
	 	 	 　ふるさとの文化財・リサイクル情報などの情報

	 22	◦	健康のひろば
	 	 	 　休日当番医・子育て支援などの予定

	 31	◦	おしらせひろば
	 	 	 　暮らし・募集・催しなどのお知らせ

協定書を手にする髙橋常務取締役と齋藤町長

地
方
創
生
で
相
互
に
協
力
　
㈱
七
十
七
銀
行
と
協
定
締
結

地
方
創
生
の
推
進
に
関
し
て
、
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
と

の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
、
４
月
18
日
に
亘
理

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
協
定
で
は
、
地
方
創
生
に
向
け
て
相
互
に
緊
密
に
連
携

し
、
双
方
の
資
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
経
済

の
持
続
的
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
創
業
・

新
規
事
業
創
出
の
支
援
お
よ
び
促
進
に
関
す
る
こ
と
」、「
産

業
振
興
に
関
す
る
支
援
お
よ
び
促
進
に
関
す
る
こ
と
」、「
企

業
立
地
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
」、「
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
支

援
お
よ
び
促
進
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
の
５
項
目
が
盛
り
込

ま
れ
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
「
亘
理
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進
が
大
き
く
期
待
さ
れ

ま
す
。

協
定
締
結
式
の
あ
い
さ
つ
で
齋
藤
町
長
は
「
金
融
機
関
と

し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
提
案
は
地
方
創
生
を
始
め
各
種
施

策
を
推
進
す
る
う
え
で
心
強
い
。」
と
期
待
を
寄
せ
、
株
式

会
社
七
十
七
銀
行
の
髙
橋
猛
常
務
取
締
役
は
「
亘
理
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
推
進
に
向
け
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
活
用
し
、
雇
用
創
出
の
促
進
や
企
業

誘
致
、
観
光
の
振
興
な
ど
に
最
大
限
協
力
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

担
当
／
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎（
３
４
）０
５
０
５

西に蔵王連峰、東に太平洋を見渡せ
る展望風呂は、檜風呂も新しく生ま
れ変わり、より一層温泉を堪能でき
ます

グ ラ ン ド

O P E N

①�テープカットをする関係者ら（左
から：わたり温泉鳥の海 半田支配
人、佐藤議長、齋藤町長、ホテル佐
勘 佐藤社長）

②�来場記念のタオルを受け取る利用客
③�利用客が自由にくつろげる1階の

休憩スペース

①②

③
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岩
佐
信
一
氏
は
、
昭
和
58
年
か
ら
平
成

23
年
ま
で
亘
理
町
議
会
議
員
と
し
て
28
年

間
勤
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
平
成
15
年
か
ら

は
亘
理
町
議
会
議
長
と
し
て
、
豊
富
な
経

験
と
卓
越
し
た
識
見
を
持
っ
て
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

25
年
４
月
に
は
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

岩
佐
氏
は
、「
多
く
の
方
の
後
押
し
が

あ
っ
て
こ
こ
ま
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
な
さ
ん
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
町
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

ま
し
た
。

問　
総
務
課 

総
務
班

☎（
３
４
）１
１
１
１

大
堀
哲
氏
は
、
平
成
９
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
会
長
と
し
て
９
年
間
勤
め
ら
れ
、
さ

ら
に
は
平
成
11
年
か
ら
平
成
17
年
に
は
宮

城
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
と
し
て
、

農
業
団
体
の
育
成
と
事
業
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
、
農
業
の
振
興
と
農
家
経
営
の
安
定

向
上
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

22
年
４
月
に
は
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

大
堀
氏
は
、「
長
老
へ
の
推
戴
に
大
変

感
激
し
て
い
る
。
健
康
に
留
意
し
、
長
老

の
役
割
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

三
品
幸
徳
氏
は
、
昭
和
50
年
か
ら
平
成

11
年
ま
で
亘
理
土
地
改
良
区
総
代
と
し
て

24
年
間
勤
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
平
成
11
年

か
ら
平
成
27
年
に
は
亘
理
土
地
改
良
区
理

事
長
と
し
て
、
16
年
間
と
い
う
多
年
に
わ

た
り
土
地
改
良
事
業
の
推
進
と
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
発
展
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

21
年
４
月
に
は
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

三
品
氏
は
、「
40
年
に
わ
た
り
土
地
改

良
事
業
に
か
か
わ
っ
て
こ
れ
た
の
は
み
な

さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
。
今
後
も
長
老
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

前
亘
理
土
地
改
良
区
理
事
長
三
品
幸
徳

氏
（
鹿
島
）、
元
宮
城
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
会
長
大
堀
哲
氏
（
十
文
字
村
）、

元
亘
理
町
議
会
議
長
岩
佐
信
一
氏
（
浜
吉

田
西
）
の
三
氏
を
亘
理
町
長
老
に
推
戴
す

る
議
案
が
、
３
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
亘

理
町
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
議
会
の

同
意
を
得
て
長
老
に
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
4
日
に
執
り
行
わ
れ
た
推
戴
式
で

齋
藤
町
長
は
、「
３
人
の
方
々
と
も
地
方

自
治
を
は
じ
め
基
幹
産
業
な
ど
の
様
々
な

分
野
の
振
興
発
展
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を

さ
れ
、
本
町
の
進
展
の
た
め
に
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
“
ふ
る

さ
と
亘
理
”
の
発
展
と
町
勢
進
展
の
た
め

に
、
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
三
氏
の
功
績

を
讃
え
ま
し
た
。

長
老
の
推
戴
に
つ
い
て
は
、
亘
理
町
長

老
礼
遇
条
例
（
昭
和
58
年
制
定
）
に
よ
り

地
方
自
治
等
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
者

に
対
し
、
亘
理
町
長
老
と
し
て
顕
彰
し
礼

遇
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前亘理土地改良区理事長
三品 幸徳 氏

元宮城県農業協同組合中央会会長
大堀 哲 氏

元亘理町議会議長
岩佐 信一 氏

亘
理
町
長
老
に
三
氏
を
推
戴

町
勢
の
進
展
に
貢
献

開園を記念してテープカットをする齋藤町長ら 協定書に署名する齋藤町長

一
級
河
川
阿
武
隈
川
に
隣
接
す
る
角
田
市
、
丸
森
町
、
山

元
町
、
亘
理
町
と
の
間
で
「
大
規
模
氾
濫
時
の
隣
接
市
町
間

に
お
け
る
避
難
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
が
３
月
29
日
に
国

土
交
通
省
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
平
成
27
年
9
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
設
置
さ
れ
た
「
名
取
川
・
阿
武
隈

川
下
流
等
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
」
の
な
か

で
、
減
災
に
向
け
た
対
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
を
進
め
て
き

た
も
の
で
、
阿
武
隈
川
の
大
規
模
氾
濫
時
、
町
内
で
の
避
難

が
難
し
い
場
合
に
近
隣
市
町
の
避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
に
関

す
る
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
、
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
よ
り
安
全
か
つ
確

実
な
避
難
を
可
能
に
す
る
体
制
の
構
築
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

協
定
締
結
式
で
齋
藤
町
長
は
「
こ
の
よ
う
に
隣
接
す
る
市

町
が
住
民
の
避
難
に
関
し
て
相
互
理
解
を
得
る
こ
と
は
、
市

町
が
単
独
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
大
災
害
時
に
お
い
て
、
大

き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
避
難
者
受
け
入
れ
の
連
絡
体
制
や
情
報
共
有
を

密
に
し
て
有
事
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

担
当
／
総
務
課 

安
全
推
進
班

☎（
３
４
）１
１
１
１

相
互
連
携
で
安
全
確
保
　
近
隣
市
町
と
大
規
模
水
害
時
の
避
難
連
携
協
定
締
結

４
月
14
日
に
荒
浜
の
亘
理
都
市
公
園
・
鳥
の
海
公
園
開
園

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
の
海
公
園
は
、
陸
上
競
技
場
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー
場
を
は

じ
め
と
し
て
野
球
場
や
遊
具
施
設
な
ど
を
有
す
る
公
園
と
し

て
、
昭
和
51
年
の
開
園
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
る
津
波
で
施
設
の
全
て

が
流
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
震
災
復
興
計
画
に
基
づ
き
、

復
旧
・
整
備
を
進
め
、
津
波
の
減
衰
機
能
を
備
え
た
海
岸
緩

衝
緑
地
帯
や
避
難
丘
に
加
え
て
、
多
目
的
広
場
を
新
た
に
整

備
す
る
総
合
公
園
と
し
て
今
回
の
開
園
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
齋
藤
町
長
を
は
じ
め
町
議
員
や
各
ス
ポ
ー
ツ
団

体
な
ど
の
関
係
者
ら
約
80
人
が
出
席
し
、
開
園
を
記
念
し
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

齋
藤
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
鳥
の
海
公
園
を
ス
ポ
ー
ツ
交

流
や
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
幅
広
く
利
用
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
周
辺
の
商
業
施
設
と
連
携
し
、
観
光
の
拠
点
と
し
て

交
流
人
口
の
拡
大
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。」
と
今
後
へ
の

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

式
の
後
に
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ｔ
ｏ
ｔ

ｏ
）
お
よ
び
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
助
成
を
受
け
整
備
さ
れ
た
人
工

芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
亘
理
町
長

杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
、
真
新
し
い
人
工
芝
に

胸
を
高
鳴
ら
せ
な
が
ら
、
広
大
な

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
伸
び
伸
び
と
し
た

プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

担
当
／
都
市
建
設
課 

都
市
整
備
班

☎（
３
４
）０
５
０
７

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
再
び
　
亘
理
都
市
公
園・鳥
の
海
公
園
開
園
式
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荒
浜
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
係
留

施
設
「
荒
浜
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
」
の
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
、

４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
ま
し
た
。

荒
浜
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

は
、
漁
船
と
レ
ジ
ャ
ー
船
の
共
存
に

よ
る
漁
港
の
円
滑
な
利
用
や
、
漁
港

周
辺
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
に
、
平
成
16
年
４
月
に
荒
浜
漁
港

南
側
に
整
備
さ
れ
、
震
災
に
よ
り
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
岸
壁
や
荒
浜
漁
港
の
周
辺
施

設
の
災
害
復
旧
に
と
も
な
い
、
レ

ジ
ャ
ー
用
船
舶
利
用
者
の
回
帰
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
で
復
旧
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

現
在
、
荒
浜
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
で
は
、
係
留
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
商
工
観
光
課　
　
　
　
　

☎（
３
４
）０
５
１
３

●
港
町	

区
長	

馬
場
正
行

●
鳥
屋
崎	

区
長	

片
岡
義
晴

逢
隈
地
区

●
上
郡	

区
長	

横
山　
茂

●
下
郡	

区
長	

岡
田
重
夫

	

副
区
長	

庄
司　
正

●
小
山	

区
長	

佐
藤
広
夫

●
田
沢	

区
長	

庄
司
俊
一

●
早
川	

区
長	

大
村
幸
吉

	

副
区
長	

佐
伯　
博

●
森
房	

区
長	

髙
野
治
夫

●
上
の
町	

区
長	

安
細
隆
之

●
中
泉	

区
長	

三
品
賢
一

	

副
区
長	

佐
藤
正
信

●
今
泉	

区
長	

渡
邉
光
一

●
牛
袋	

区
長	

南
條
義
明

●
十
文
字
町	

区
長	

佐
藤
政
雄

●
十
文
字
村	

区
長	

百
井
善
一

●
榎
袋	

区
長	

樋
口
一
志

●
鷺
屋	

区
長	

齋
藤
由
二

●
蕨	

区
長	

吉
田　
勲

担
当
／
総
務
課 

総
務
班

☎（
３
４
）１
１
１
１

●
鹿
島	

区
長	

小
泉
武
一

●
神
宮
寺	

区
長	

高
野
誠
一

●
高
屋	

区
長	

木
村　
正

●
柴
町	

区
長	

玉
田
芳
久

●
倉
庭	

区
長	

半
田　
隆

吉
田
地
区

●
吉
田	

区
長	

鈴
木
達
朗

●
中
原	

区
長	

三
戸
部
誠
一

●
旭
台	

区
長	

笹
原
茂
夫

	

副
区
長	

渡
部
壽
則

●
上
大
畑	

区
長	

渡
部　
茂

●
下
大
畑	

区
長	

清
野
博
文

●
南
長
瀞	

区
長	

平
間
孝
一

●
北
長
瀞	

区
長	

菅
原　
明

●
一
本
松	

区
長	

齋
藤
良
一

●
新
丁	

区
長	

阿
部
久
男

●
開
墾
場	

区
長	

小
野
俊
幸

●
長
瀞
浜	

区
長	

小
野
清
一

●
大
畑
浜	

区
長	

鈴
木　
俊

●
野
地	

区
長	

渡
邉
政
彦

●
浜
吉
田
東	

区
長	

田
辺
直
正

●
浜
吉
田
西	

区
長	

浅
川
浩
成

	

副
区
長	

佐
藤　
努

●
浜
吉
田
北	

区
長	

福
本　
眞

荒
浜
地
区

●
本
郷	
区
長	

古
積
一
彦

●
あ
ぶ
く
ま	
区
長	

渡
部
幸
造

●
箱
根
田
西	
区
長	

阿
部
一
敏

●
箱
根
田
東	

区
長	
櫻
井
幸
次

亘
理
地
区

●
舘
南
上	

区
長	

清
野　
栄

●
舘
南
下	

区
長	

清
野　
強

●
南
町
南	

区
長	

佐
藤
照
男

●
南
町
北	

区
長	

渡
部
安
弘

●
上
町
南	

区
長	

齋
藤
正
紀

●
上
町
北	

区
長	

小
林
博
明

●
南
城
東	

区
長	

小
田　
紘

	

副
区
長	

渡
邉　
紘

●
北
城
東	

区
長	

鈴
木　
眒

●
中
町	

区
長	

鈴
木
孝
紀

●
五
日
町	

区
長	

清
野
秀
一

●
新
井
町	

区
長	

鈴
木　
仁

●
新
町
中	

区
長	

谷
津
榮
一
郎

●
新
町
南	
区
長	

太
細
正
一

●
新
町
北	
区
長	

只
野
正
康

●
駅
前
西	
区
長	

木
曽
貞
一

●
駅
前
東	

区
長	
佐
藤
良
雄

●
下
茨
田
南	

区
長	
佐
藤
徳
美

	

副
区
長	
今
野
昌
男

●
下
茨
田
中	

区
長	

鈴
木　
健

	

副
区
長	

田
原
幸
雄

●
下
茨
田
北	

区
長	

菊
池
優
喜

	

副
区
長	

鈴
木
忠
一

●
桜
小
路
東	

区
長	

飯
沼
晴
男

●
桜
小
路
中	

区
長	

髙
橋
光
雄

●
桜
小
路
西	

区
長	

佐
藤
正
一
郎

●
祝
田
東	

区
長	

白
石
秀
明

●
祝
田
西	

区
長	

猪
又
正
明

●
祝
田
南	

区
長	

黒
崎
隆
光

●
新
町	

区
長	

佐
藤
信
三

４
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に
行
政
区
長

お
よ
び
副
区
長
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
４

月
６
日
、
中
央
公
民
館
で
委
嘱
状
交
付
式

が
行
わ
れ
、
齋
藤
町
長
か
ら
各
地
区
代
表

区
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
３
年
間
の
任
期
で
、
町
民
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
を
行

い
ま
す
。

今
回
委
嘱
さ
れ
た
行
政
区
長
お
よ
び
副

区
長
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
） 町長から委嘱状を受け取る髙野治夫森房区長

町
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役　
行
政
区
長
に
委
嘱
状
を
交
付

レシピ考案　みやぎ亘理農業協同組合女性部　問　農林水産課（☎34−0503）

今月号から、亘理町の食
の魅力を届けるため、町
内で収穫されている食材を
使った料理のレシピを隔月
ごとに紹介します。

町内では７月から９月
頃が旬で、逢隈地区を中
心に盛んに栽培され、主
に桃太郎の品種が市場に
出回ります。

今月の食材：トマト

地産地消

クッキング
5月

トマトとアサリのピラフ

◦米をスパゲッティに、アサリを鶏肉にアレンジして
もおいしくできます。
◦トマトは、鮮やかな色彩だけでなくその豊かな風味
から、様々な料理に幅広く使える野菜です。また、
豊富な栄養素を含み、様々な病気の予防に効果のあ
る非常に優秀な食材といわれています。

野菜の特徴やおすすめポイント

材料（４人分）

作り方

・トマト（大）･･････････ １個
・パセリ･･･････････････ 少々
・アサリ（冷凍可）････50ｇ
・米････････････････････ ２合
・コンソメ････････････ ２個
・マーガリン･････小さじ１
・オリーブオイル･･･大さじ１

①	トマトは湯せんして皮
をむき１㎝角に切る。

②	アサリはフライパンに
水少々を入れて火を通
しざるにあけ、身とスー
プに分ける。

③	マーガリンとオリーブ
オイルで①と②の身を
炒める。

④といでおいた米と③を
炊飯器に入れコンソメ
と②のスープ、水を加
減して入れて炊く。

⑤	炊き上がったら全体を
混ぜてパセリをのせる。
お好みで塩、コショウ
で味を調える。

お
し
ら
せ

下
茨
田
南
区
が
分
区
し
、
４
月
１

日
か
ら
下
茨
田
中
区
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
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査
伴
田
俊
▼
学
務
課
主
事
五
十
嵐
丈
士

派
遣
職
員（
派
遣
期
間
満
了
）

▼
学
務
課
主
幹
兼
副
班
長
佐
藤
基（
北
海

道
教
育
委
員
会
）
▼
都
市
建
設
課
副
班
長

加
藤
龍
宏（
東
京
都
練
馬
区
）▼
都
市
建
設

課
技
師
鈴
木
祐
史（
東
京
都
新
宿
区
）▼
都

市
建
設
課
技
師
比
留
間
啓（
東
京
都
新
宿

区
）▼
子
ど
も
未
来
課
主
事
椛
島
達
也（
東

京
都
新
宿
区
）
▼
総
務
課
主
事
佐
藤
隆
哉

（
東
京
都
中
野
区
）
▼
都
市
建
設
課
主
幹

清
水
泰
仁（
愛
知
県
岡
崎
市
）▼
企
画
財
政

課
主
事
入
木
庸
介（
愛
知
県
岡
崎
市
）▼
税

務
課
主
幹
中
村
貴
志（
兵
庫
県
淡
路
市
）▼

福
祉
課
被
災
者
支
援
班
長
織
野
輝
彦（
宮

城
県
）

派
遣
職
員

▼
都
市
建
設
課
技
師
笠
間
基
希（
北
海
道

伊
達
市
）
▼
都
市
建
設
課
技
師
田
中
康
友

（
東
京
都
新
宿
区
）
▼
都
市
建
設
課
技
師

安
田
優（
東
京
都
新
宿
区
）
▼
都
市
建
設

課
技
師
岡
田
久（
愛
知
県
岡
崎
市
）
▼
企

画
財
政
課
主
事
小
山
祐
史（
愛
知
県
岡
崎

市
）▼
上
下
水
道
課
技
師
中
垣
遥（
愛
知
県

豊
田
市
）
▼
企
画
財
政
課
主
幹
済
藤
昌
希

（
兵
庫
県
淡
路
市
）
▼
企
画
財
政
課
課
長

佐
藤
顕
一（
宮
城
県
）
▼
福
祉
課
主
事

宮
本
盛
史（
宮
城
県
）▼
生
涯
学
習
課
主
幹

（
社
会
教
育
主
事
）菅
原
秀
樹（
宮
城
県
教

育
委
員
会
）

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

▼
学
務
課
教
育
次
長
兼
課
長
鈴
木
邦
彦
▼

荒
浜
保
育
所
所
長
齋
公
子
▼
鹿
島
保
育
所

所
長
佐
藤
晃
美
▼
亘
理
保
育
所
調
理
員
兼

業
務
員
加
藤
牧
▼
吉
田
中
学
校
業
務
員

鈴
木
房
富
▼
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
児
童
厚

生
員
岩
崎
愛
子
▼
総
務
課
主
事
大
堀
達
志

再
任
用
職
員
退
職
者（
３
月
31
日
付
）

▼
農
林
水
産
課
専
門
官
佐
々
木
利
久
▼
総

務
課
運
転
技
術
員
佐
藤
秀
二
▼
施
設
管
理

課
主
査
鈴
木
利
幸
▼
企
画
財
政
課
専
門
官

丸
子
司
▼
総
務
課
運
転
技
術
員
二
口
秀
秋

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
星
秀
樹
▼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
阿
部
清
茂
▼

吉
田
西
児
童
館
主
査
鈴
木
由
美
子

任
期
付
職
員
退
職
者（
３
月
31
日
付
）

▼
鹿
島
保
育
所
保
育
士
佐
竹
真
澄
▼
商
工

観
光
課
主
査
及
川
裕
道
▼
農
林
水
産
課
主

育
所
保
育
士
木
村
澪
楓
▼
吉
田
保
育
所

保
育
士
佐
野
志
織
▼
荒
浜
保
育
所
保
育

士
奥
山
め
ぐ
み
▼
農
林
水
産
課
主
事

菊
地
祐
介
▼
施
設
管
理
課
主
事
菊
地
颯
斗

▼
学
務
課
主
事
尾
形
瑠
菜

再
任
用
職
員

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

岡
元
比
呂
美（
期
間
延
長
）
▼
逢
隈
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
佐
藤
和
江（
期
間
延

長
）
▼
吉
田
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

吉
田
美
和
子（
期
間
延
長
）
▼
学
務
課
専

門
官
鈴
木
邦
彦
▼
逢
隈
中
学
校
業
務
員

鈴
木
房
富

任
期
付
採
用
職
員

▼
総
務
課
主
事
渡
邉
菜
実
▼
福
祉
課

主
事
佐
藤
美
知
子
▼
施
設
管
理
課
主

査
佐
藤
久
美
子
▼
農
林
水
産
課
主
査

岩
佐
秀
安

吉
田
中
学
校

▼
業
務
員
長
田
弘
昭（
高
屋
小
学
校
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
副
班
長
森
雄
一（
税
務
課
）

生
涯
学
習
課

▼
参
事
兼
生
涯
学
習
班
長
岡
﨑
詳
子

（
生
涯
学
習
課
）
▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班
長

平
塚
和
明（
生
涯
学
習
課
）▼
主
幹
兼
副
班

長
宮
嶋
信
一（
荒
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▼
主
幹
兼
副
班
長
鈴
木
朋
子（
生
涯
学
習

課
）
▼
副
班
長
齋
藤
真
由
美（
健
康
推
進

課
）▼
主
事
緑
川
純
子（
学
務
課
）

図
書
館

▼
主
幹
兼
副
班
長
齋
藤
多
恵
子（
図
書
館
）

郷
土
資
料
館

▼
館
長
渡
辺
壮
一（
議
会
事
務
局
）

議
会
事
務
局

▼
局
長（
監
査
委
員
書
記
長
併
任
）

西
山
茂
男（
農
業
委
員
会
事
務
局
）▼
参
事

兼
庶
務
班
長
伊
藤
和
枝（
議
会
事
務
局
）▼

副
班
長（
監
査
委
員
書
記
併
任
）久
保
美
保

（
生
涯
学
習
課
）

選
挙
管
理
委
員
会

▼
副
参
事
黒
田
光
紀（
総
務
課
）

農
業
委
員
会

▼
局
長
山
田
勝
徳（
町
民
生
活
課
）

新
規
採
用
職
員

▼
企
画
財
政
課
主
事
安
食
雄
太
▼
企
画

財
政
課
主
事
阿
部
友
祐
▼
税
務
課
主
事

米
川
透
▼
町
民
生
活
課
主
事
木
村
朱
里

▼
子
ど
も
未
来
課
主
事
大
友
祐
太
▼
亘

理
保
育
所
保
育
士
茂
泉
利
紗
▼
鹿
島
保

二
杉
園

▼
主
幹
白
井
優
子（
亘
理
保
育
所
）

健
康
推
進
課

▼
課
長
齋
藤
彰（
農
林
水
産
課
）
▼
副
班

長
渡
辺
弘
美（
上
下
水
道
課
）
▼
副
班

長
今
野
美
喜（
健
康
推
進
課
）
▼
副
班
長

阿
部
香
奈
江（
健
康
推
進
課
）
▼
副
班
長

高
田
苗
美
子（
健
康
推
進
課
）

農
林
水
産
課

▼
農
政
班
長
兼
水
産
班
長
富
田
文
博（
農

林
水
産
課
）
▼
主
事
森
英
人（
商
工
観
光

課
）▼
主
事
佐
藤
凱（
生
涯
学
習
課
）

都
市
建
設
課

▼
副
班
長
髙
橋
雄
仁（
都
市
建
設
課
）

施
設
管
理
課

▼
用
地
班
長
藤
倉
敏
治（
施
設
管
理
課
）▼

副
班
長
安
倍
正
人（
施
設
管
理
課
）

上
下
水
道
課

▼
参
事
兼
施
設
班
長
齋
藤
秀
幸（
上
下
水

道
課
）▼
庶
務
班
長
星
野
篤
史（
施
設
管
理

課
）▼
主
幹
兼
副
班
長
杉
目
直
行（
上
下
水

道
課
）▼
主
査
米
山
久
美
子（
福
祉
課
）

会
計
課

▼
参
事
兼
出
納
班
長
菊
地
邦
博（
会
計
課
）

▼
副
班
長
太
田
幸
子（
会
計
課
）

学
務
課

▼
教
育
次
長
兼
課
長
南
條
守
一（
健
康
推

進
課
）
▼
参
事
兼
教
育
総
務
班
長
森
秀
之

（
学
務
課
）▼
副
班
長
齋
藤
香
織（
総
務
課
）

▼
運
転
技
術
員
兼
業
務
員
丸
子
和
弘（
農

林
水
産
課
）

福
祉
課

▼
参
事
兼
高
齢
者
支
援
班
長
大
沼
利
恵

（
福
祉
課
）▼
被
災
者
支
援
班
長
阿
部
貴
英

（
税
務
課
）
▼
主
幹
兼
副
班
長
齋
藤
美
保

（
福
祉
課
）▼
主
査
山
川
恭
子（
議
会
事
務

局
）▼
主
事
武
山
智
哉（
企
画
財
政
課
）

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
児
童
厚
生
員
鈴
木
裕
希
子（
亘
理
保
育

所
）

吉
田
西
児
童
館

▼
主
査
森
和
美（
荒
浜
保
育
所
）

荒
浜
児
童
館

▼
主
査
渋
谷
圭
子（
荒
浜
保
育
所
）

亘
理
保
育
所

▼
主
査
伊
藤
め
ぐ
み（
鹿
島
保
育
所
）▼
主

査
荒
井
麻
衣（
亘
理
保
育
所
）
▼
保
育
士

加
藤
昌
代（
鹿
島
保
育
所
）

鹿
島
保
育
所

▼
所
長
佐
藤
恵
美
子（
荒
浜
児
童
館
）▼
保

育
士
世
古
朋
子（
亘
理
保
育
所
）
▼
保
育

士
伊
東
美
穂（
吉
田
保
育
所
）
▼
保
育
士

鈴
木
志
保
子（
吉
田
保
育
所
）

吉
田
保
育
所

▼
主
査
渡
邊
佳
吾（
吉
田
保
育
所
）
▼
主

査
佐
藤
麻
衣（
吉
田
保
育
所
）
▼
保
育
士

板
橋
絵
美（
二
杉
園
）▼
保
育
士
山
田
優
花

（
亘
理
保
育
所
）

荒
浜
保
育
所

▼
所
長
兼
荒
浜
児
童
館
長
齋
泉（
荒
浜
保

育
所
）▼
主
査
永
沼
直
美（
吉
田
保
育
所
）

▼
主
査
大
内
智
絵（
鹿
島
保
育
所
）

亘
理
町
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た（
４
月
１
日
付
）

総
務
課

▼
総
務
班
長（
新
庁
舎
建
設
準
備
班
兼
務
）

鈴
木
秀
昭（
選
挙
管
理
委
員
会
）▼
副
班
長

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
併
任
）
小
野
淳

（
町
民
生
活
課
）▼
主
事（
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
併
任
）藤
田
ひ
か
る（
福
祉
課
）▼

運
転
技
術
員
小
野
徹（
学
務
課
）

荒
浜
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
所
長
兼
総
務
班
長
、荒
浜
町
民
連
絡
所

長
併
任
荒
浜
公
民
館
長
、勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
館
長
、荒
浜
体
育
館
菊
地
和
彦（
税

務
課
）
▼
主
査
兼
荒
浜
町
民
連
絡
所
併
任

荒
浜
公
民
館
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、荒
浜

体
育
館
岩
佐
有
恵（
農
林
水
産
課
）

吉
田
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
主
事
兼
吉
田
町
民
連
絡
所
、農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
併
任
吉
田
公
民
館
、吉
田

体
育
館
大
泉
智
仁（
税
務
課
）

税
務
課

▼
課
長
佐
々
木
厚（
町
民
生
活
課
）▼
主
幹

兼
副
班
長
佐
伯
宏
郁（
吉
田
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
）▼
主
幹
兼
副
班
長
岩
佐
亘（
税
務

課
）▼
主
幹
阿
部
浩
恵（
上
下
水
道
課
）▼

主
事
齋
藤
大
嗣（
農
林
水
産
課
）

町
民
生
活
課

▼
課
長
関
本
博
之（
総
務
課
）
▼
町
民
班

長
大
堀
浩
美（
町
民
生
活
課
）
▼
主
事

伊
藤
拓
実（
税
務
課
）

新年度から新たに着任した派遣職員のみなさん

（
４
月
１
日
付
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

亘
理
町
消
防
団
（
副
分
団
長
以
上
）

本
部

▼
分
団
長　
菊
池　
淑
郎

亘
理
分
団

▼
分
団
長　
鈴
木　
周
吾

▼
副
分
団
長　
伊
東　
孝
志

吉
田
分
団

▼
分
団
長　
安
住　
巌

▼
副
分
団
長　
玉
田　
俊
一

２
月
22
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
高
橋
裕
子
氏

（
下
郡
区
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
区
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら

の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
、医
療
や
介
護
、

子
育
て
の
不
安
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
を
委
嘱

消
防
団
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た

高橋 裕子 委員

服務を宣誓する新規採用職員
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長瀞
小学校

体育館

ユースポ亘理
デイトレセンター

吉田第３投票所
長瀞小学校体育館

吉田第４投票所
農村環境改善センター
（吉田地区交流センター）

亘理第４投票所
悠里館１階

静海波

　セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

悠
里
館

※入場券に記載されている投票所で
　投票してください。

荒浜第１投票所
勤労青少年ホーム
（荒浜地区交流センター）

逢隈地区
交流センター

みやぎの
あられ

ローソン

亘
理
駅

吉田宮前野球場

投 票 日　５月20日（日）
投票時間　７：00～19：00

選挙亘理町長
亘理町議会議員補欠

亘理町長
亘理町議会議員補欠
投
票
日

選挙
５月20日（日）

投 票 所 と 投 票 区 域

亘　
理

第１投票所
上舘生活センター

舘南上・舘南下・南町南・南町北・
上町南・上町北・中町

第２投票所
中央児童センター

五日町・新井町・新町中・新町南・
新町北・駅前西・桜小路東・桜小路中・
桜小路西・祝田東・祝田西・祝田南・倉庭

第３投票所
亘理保育所 南城東・北城東・駅前東

第４投票所
悠里館 下茨田南・下茨田中・下茨田北

吉　
田

第１投票所
吉田小学校体育館

吉田・中原・旭台・上大畑・下大畑・
南長瀞・北長瀞

第２投票所
一本松集会所 一本松・新丁

第３投票所
長瀞小学校体育館 開墾場・長瀞浜・大畑浜

第４投票所
農村環境改善センター 野地・浜吉田東・浜吉田西・浜吉田北

荒  

浜

第１投票所
勤労青少年ホーム

あぶくま・箱根田西・箱根田東・港町・
鳥屋崎

第２投票所
高須賀公会堂 本郷

逢　
　
隈

第１投票所
B&G海洋センター体育館

下郡・早川・森房・上の町・十文字村・
榎袋

第２投票所
鹿島保育所 新町・鹿島・神宮寺・上郡

第３投票所
高屋小学校集会所 高屋・柴町・鷺屋・蕨

第４投票所
田沢活性化センター 小山・田沢

第５投票所
牛袋公会堂 中泉・今泉・牛袋・十文字町

■ 

期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
の
あ
る
方
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
用
事
で
、
選
挙
区
外
へ
出
か
け
る
方
（
病
気

や
出
産
な
ど
で
入
院
予
定
の
人
も
含
む
）、
悪

天
候
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

▼
期
間

5
月
16
日（
水
）～
19
日（
土
）

▼
時
間

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

▼
場
所

亘
理
町
役
場　
期
日
前
投
票
所

▼
持
参
す
る
も
の

入
場
券

■ 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
、
介
護
保
険
で
要
介
護
５
の
方
は
、
事

前
の
申
請
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 
代
理
投
票
と
点
字
投
票

身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
代
理
投
票
制

度
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
候
補
者
名
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、本
人
立
会
い
の
う
え
、

係
員
が
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記
載
し
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
投
票
が

で
き
ま
す
。

5
月
20
日
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
亘
理
町
長

選
挙
と
亘
理
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日

で
す
。

あ
な
た
の
一
票
は
、
こ
れ
か
ら
の
亘
理
町
を

託
す
た
め
の
貴
重
な
意
思
表
示
で
す
の
で
、
候

補
者
の
主
張
を
十
分
見
極
め
、
自
ら
の
判
断
で

「
清
き
一
票
」
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

■ 
投
票
で
き
る
人

平
成
12
年
5
月
21
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
30
年
2
月
14
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

亘
理
町
に
住
民
登
録
を
し
て
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

■ 

有
権
者
の
み
な
さ
ん
に

入
場
券
を
送
付
し
ま
す

投
票
所
の
入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に
ハ
ガ
キ

で
郵
送
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
シ
ー
ル
を
は
が
し
、
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
へ
は
、
ハ
サ
ミ
で
切

り
離
し
て
各
自
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■ 

投
票
所

郵
送
さ
れ
た
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
亘
理
町
内
で
転

居
さ
れ
た
場
合
も
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

即
日
開
票
で
す

▼
日
時

5
月
20
日（
日
）午
後
8
時
～

▼
場
所

亘
理
町
中
央
公
民
館

問　
亘
理
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
３
４
）１
１
１
１

踏み出そう
あなたの一票

未来を変える
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コ
ラ
ム

町
は
、
復
興
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
協
定
を
締
結
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル

と
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
今
後
交

流
を
は
か
る
予
定
で
す
。
相
手
国
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
つ
い
て
複
数
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

経
済
・
産
業
国
イ
ス
ラ
エ
ル

主
に
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
で
構
成

さ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
が
公
用
語
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
共
の
標
識
や
掲
示
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
も
こ
れ
ら
の
言
語
で
標
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
貨
は
新
シ
ェ
ケ
ル
で
、
１

新
シ
ェ
ケ
ル
が
日
本
円
で
約
30
円
に
あ

た
り
ま
す
。
経
済
状
況
を
み
る
と
、
国

民
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３
５
，３

４
３
ド
ル
（
日
本
円
で
３
８
９
万
円
）

で
、
経
済
成
長
率
は
例
年
３
～
４
％
と

非
常
に
高
い
数
値
で
す
。

こ
れ
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
え
る

産
業
が
、
技
術
革
新
に
基
づ
く
高
い
付

加
価
値
の
つ
い
た
工
業
製
品
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
背
景
が
あ
り
ま
す
。

世
界
を
牽
引
す
る
農
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

医
療
電
子
機
器
や
農
業
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
な
ど
先
進
的
な
技
術
力
を
有
す
る

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も

そ
の
高
い
技
術
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
広
大
な
農
作
地
は
、

砂
漠
地
帯
を
開
拓
し
て
で
き
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
砂
漠
の
中
に
も
酪
農
場

や
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
さ
れ
た
農
場

が
あ
り
ま
す
。

国
土
の
半
分
以
上
が
砂
漠
を
占
め
、

雨
が
少
な
く
水
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
独
自
の
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に

よ
っ
て
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
の
技
術
を

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
食
料
自
給

率
は
93
％
に
の
ぼ
り
、そ
の
農
業
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
世
界
を
牽
引
す
る
水
準
で
す
。

イスラエルの都市テルアビブは経済・
産業の中心となっています

高度な農業テクノロジーによっ
て成り立つ広大な農作地が広が
ります

イ
ス
ラ
エ
ル

vol.2

こ
ん
に
ち
は

シ
ャ
ロ
ー
ム

カラオケDEランチ（ともにはま道）

生活支援コーディネーターがゆく
見たい！知りたい！行ってみたい！vol.5

高屋地区に拠点がある「ともにはま道」。多機能型
総合福祉施設（障がい者就労）を主軸とし、産直市場
や食事処、弁当の配達などを行っています。
この場所で３か月に１度開催しているのが、「カラ
オケDEランチ」。参加者のみなさんが１曲に心を込め
て歌います。プロ仕様の音響の良さと会場内の盛り上
がりは、さながらコンサート会場のようです。
リピーターも多く、先着順での申込はすぐにいっぱ
いに。ここで意気投合し、友達になった方も多く、併
設する食事処でのランチタイムにはカラオケ談義で盛
り上がります。
カラオケとランチがセットになったサロン。みなさ
んが「ハマる」理由をぜひ参加して感じてみてはいか
がでしょうか？

問　地域包括支援センター（☎34−1331）

～マイクを握ればあなたもスター～

突撃!

生活支援コーディネーター
佐藤　寛子

町
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
、
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
、
ま
た
は
警
察
な

ど
に
保
護
さ
れ
た
時
に
早
期
に
身
元
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
」
を

利
用
し
た
見
守
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

�

町
内
に
居
住
す
る
「
認
知
症
・

そ
の
他
の
疾
患
に
よ
り
徘
徊
の

お
そ
れ
の
あ
る
方
」（
障
が
い

者
も
含
む
）

料　
金　

�

年
間
登
録
料
１
０
８
０
円

利
用
ま
で
の
流
れ

①
家
族
な
ど
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で
申
請
書
を
記
入
し
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
登
録
す
る
。

②
２
週
間
程
度
で
シ
ー
ル
が
自
宅
に
郵
送

さ
れ
る
の
で
、
衣
服
や
持
ち
物
に
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
つ
け
た
方
を
保
護
し

た
時
は
、
早
期
の
身
元
発
見
の
た
め
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
つ
け
た
方
を
保
護
し
た
ら

認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
が始

ま
り
ま
し
た

やすらぎ からの

ひ
と
こ
と

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
端
末
で
読
み

取
る
。

表
示
さ
れ
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

番
号
に
電
話
す
る
。

同
時
に
表
示
さ
れ
た
利
用
者
Ｉ
Ｄ

を
伝
え
る
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
登
録
さ
れ

た
緊
急
連
絡
先
（
家
族
な
ど
）
に

連
絡
が
入
る
。

シールはベルトや靴、ハンカチなど、普
段に身につけるものに貼り付けます。

認知症カフェ「ちょっこら」
お茶を飲みながらゆっくりと語り合うカフェタイムで

す。認知症予防のために体を動かしてみませんか？（コー
ヒー・お茶＆お菓子付き）※申込不要・時間内出入り自由
日　時　5月22日（火）　10：00～11：30
会　場　中央公民館２階 大ホール　　費　用　無料
対　象　認知症に関心のある方どなたでも
内　容　軽体操「体を動かしてイキイキＵＰ！」
　　　　（10：30～11：30）
講　師　認知症サポーターリーダー

申込・問　地域包括支援センター（☎34－1331）

「認知症高齢者　介護家族のつどい」
日々の介護のことや困っていることを話してみま
せんか？「認知症の人と家族の会」の相談員がアド
バイスします。（秘密は厳守します。）

日　　時　５月15日（火）　13：30～15：00
会　　場　中央公民館２階 団体室
対　　象　�認知症の方や物忘れが多い方、介護をし

ている方、過去に介護した経験のある
方、ケアマネジャーなど

申込期限　�５月14日（月）まで電話で申し込みくだ
さい。

認知症サポーターリーダー講座

認知症について正しい知識を持ち、認知症の方や
家族を地域で支えるために「認知症サポーターリー
ダー」を養成します。講座終了後、認知症カフェの
ボランティアスタッフとして活動します。

対　　象　�認知症高齢者の介護に関心があり、4回す
べて参加できる方（年齢・性別不問）

定　　員　20人程度
会　　場　中央公民館
時　　間　13：30～15：30
費　　用　無料
日　　程　６月４日（月）
　　　　　講話「認知症について・介護保険制度とは」
　　　　　６月13日（水）
　　　　　講話｢認知症の方への接し方・家族の体験談」
　　　　　６月中旬～７月上旬
　　　　　グループホームでの体験実習（半日程度）
　　　　　７月９日（月）
　　　　　講話「傾聴するということ」
申込期限　�５月23日（水）まで電話で申し込みくだ

さい。

認知症に関する事業の案内
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その他の話題や大会結果はニュース＆ニュースWeb 版をご覧ください。
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O
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P
H

O
TO

（写真上）清掃の様子
（写真下）集めた大量のごみをトラックに積む参加者

吉
田
浜
の
海
岸
を
清
掃
す

る
吉
田
浜
海
岸
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
が
３
月
25
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
浜
海
岸
の
鳴
り
砂

は
、
平
成
17
年
に
仙
台
湾
鳴

り
砂
探
究
会
な
ど
に
よ
っ
て

存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
約

３
・
５
㎞
に
わ
た
る
分
布
は
、

当
時
国
内
最
大
級
の
規
模
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
沿
岸
部
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
消
失
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
実
施
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
被
災

後
な
お
、
鳴
り
砂
の
現
存
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
や
、
堤

防
な
ど
の
復
旧
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
地

域
で
鳴
り
砂
保
全
の
機
運
が
高
ま
り
、
地
域
住
民
で
構

成
さ
れ
る
吉
田
東
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催

に
よ
り
震
災
後
初
め
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、当
日
は
、

参
加
し
た
協
議
会
関
係
者
40
人
が
「
美
し
い
海
岸
を
取

り
戻
そ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

主
催
し
た
吉
田
東
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
多

田
会
長
は
「
今
回
の
清
掃
活
動
で
は
、
美
し
い
海
岸
へ

の
第
一
歩
と
し
て
、
ゴ
ミ
の
量
・

種
類
・
分
別
方
法
や
、
効
率
的
な

進
め
方
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
６
月
に
予
定
し
て
い
る
地
域

住
民
参
加
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
に
今
日
の
結
果
を
活
か
し
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

鳴
り
砂
保
全
へ
の
第
一
歩

吉
田
浜
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
実
施

宣誓書を読み上げる齋藤和志吉田小学校長阿武隈川河口でサケ稚魚を放流する児童

４
月
16
日
に
、
荒
浜
小
・
高
屋
小
の
５
年
生
児
童
28
人
が
、
サ
ケ
稚
魚
の
放
流
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
の
「
は
ら
こ
め
し
」
に
使
う
サ
ケ
の
生
態
や
、
人
工

ふ
化
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
、

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
仙
南
支
所
（
亘
理
）
の
サ
ケ
ふ
化

場
に
到
着
し
た
児
童
た
ち
は
、
卵
か
ら
ふ
化
し
、
ふ
る
さ
と

の
川
に
帰
る
ま
で
の
サ
ケ
の
一
生
を
職
員
か
ら
学
ん
だ
後
、

体
長
３
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚
魚
に
餌
や
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
阿
武
隈
川
河
口
の
船
着
場
に
移
動
す
る
と
、
水

槽
か
ら
バ
ケ
ツ
に
移
し
替
え
た
稚
魚
を
、
次
々
と
川
に
放
流

し
、
泳
い
で
い
く
様
子
を
興
味
深
く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は
「
サ
ケ
の
稚
魚
が
小
さ
く
て
か
わ
い
か
っ

た
。
サ
ケ
が
阿
武
隈
川
に
戻
っ
て
く
る
の
が
楽
し
み
。」
と

稚
魚
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ケ
の
成
長
思
い
は
せ　
サ
ケ
稚
魚
放
流
体
験
学
習

新
年
度
か
ら
亘
理
町
に
赴
任
し
た
教
職
員
の
転
入
・
新
任
者
服
務
宣
誓
式
が
、
４
月
３
日

に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
吉
田
小
学
校
の
齋
藤
和
志
校
長
が
54
人
の
転
入
・
新
任
教
職
員
を
代
表
し
、「
公

務
を
民
主
的
か
つ
効
率
的
に
運
営
す
べ
き
責
務
を
深
く
自
覚

し
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
。」
と
宣
誓
し
、
服
務
宣
誓
書
を

岩
城
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

岩
城
教
育
長
は
、「
自
分
が
赴
任
し
た
地
域
の
歴
史
、
文
化

を
知
っ
て
亘
理
町
を
知
り
、好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

自
分
と
子
ど
も
た
ち
を
信
じ
て
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し

い
。」
と
教
職
員
に
向
け
て
期
待
の
意
を
込
め
ま
し
た
。

そ
の
後
に
、
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
亘
理
中
学
校
の
奥

野
光
正
校
長
は
「
み
な
さ
ん
か
ら
指
導
を
も
ら
い
な
が
ら
、

亘
理
町
の
素
直
な
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

亘
理
に
誓
う
志　
教
職
員
服
務
宣
誓
式

亘理駅西口で交通安全を呼びかける様子校長先生の話に耳を傾ける新１年生

４
月
10
日
に
町
内
全
て
の
小
中
学
校
で
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
５
３

８
人
の
児
童
・
生
徒
が
新
た
に
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、高
屋
小
学
校
で
は
、保
護
者
や
地
区
の
方
々
の
温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
、３
人

の
新
１
年
生
が
会
場
の
体
育
館
に
入
場
し
、担
任
に
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

式
で
あ
い
さ
つ
し
た
荒
明
聖
校
長
は「
学
校
で
は
、仲
良
く

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、楽
し
く
給
食
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
。」と
新

入
生
に
話
し
か
け
、ま
た
、楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
３
つ
の
こ
と
と
し
て
、高
屋
小
学
校
の「
こ
う
や
」に

ち
な
み「
こ
つ
こ
つ
学
ぶ
こ
と
」「
う
ん
ど
う
し
て
体
を
つ
く
る

こ
と
」「
や
さ
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
」と
伝
え
ま
し
た
。

教
室
に
戻
っ
た
児
童
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
関
す

る
説
明
に
も
懸
命
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
今
後
の
学
校
生
活

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

期
待
膨
ら
む
学
校
生
活　
町
内
小
中
学
校
で
入
学
式

春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
、

初
日
の
朝
に
中
央
公
民
館
で
交
通
安
全
広
報
パ
レ
ー
ド
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
あ
い
さ
つ
で
菅
原
優
亘
理
警
察
署
長
は
「
安
全
で
快
適
な
地
域
交
通
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
取
り
締
ま
り
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
で
き
る
こ
と
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
内
４
地
区
を
広
報
パ
レ
ー
ド
す
る
車
両
が
次
々

に
出
発
し
、
協
力
団
体
の
方
々
は
、
亘
理
駅
前
で
通
勤
・
通
学

へ
向
か
う
歩
行
者
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

亘
理
町
で
は
、
平
成
30
年
１
月
４
日
に
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
た
た
め
、
当
面
は
今
年
７
月
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

半
年
間
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
み
ん
な
で
無
事
故
願
う　
春
の
交
通
安
全
運
動

浜
っ
こ
か
あ
ち
ゃ
ん
の
軌
跡 

全
国
へ

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

３
月
１
日
か
ら
２
日
に
か

け
て
、
全
国
の
青
年
・
女
性

漁
業
者
が
、
日
頃
の
研
究
や

実
践
活
動
に
つ
い
て
発
表
し

交
流
を
は
か
る
、
第
23
回
全

国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
が
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
に
出
場

し
た
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

仙
南
支
所
（
亘
理
）
水
産
加

工
研
究
会
が
、
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
、当
大
会
で
の
女
性
部
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

当
日
の
発
表
で
は
、
地
元
水
産
物
の
利
用
拡
大
や
漁

業
普
及
を
目
的
に
、
地
元
の
魚
介
類
を
使
っ
た
商
品
を

販
売
す
る
「
浜
っ
こ
か
あ
ち
ゃ
ん
市
」
の
取
り
組
み
を

取
り
上
げ
、
震
災
の
影
響
で
一
度
は
活
動
休
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
販
売
の
再
開
を
果
た
し
、
そ
の

後
は
浜
に
笑
顔
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
効
果
的
な
営
業

戦
略
で
売
り
上
げ
を
拡
大
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
て
き

た
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

発
表
者
で
あ
る
水
産
加
工
研
究
会
の
木
村
光
子
会
長

は
「
今
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
震
災
で
亡
く

な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
る
中
で
続
け
て
き
た
活
動
が
、

全
国
的
に
認
め
ら
れ
て
偉
大
な
る

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に

思
う
。
多
く
の
方
へ
感
謝
し
た

い
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
ま

し
た
。

今
後
も
浜
っ
こ
か
あ
ち
ゃ
ん
市

は
、
亘
理
の
水
産
物
の
発
信
に
向

け
て
活
動
を
続
け
る
予
定
で
す
。

（写真上）全国大会で農林水産大臣賞を受賞したときの様子
（写真下）全国大会で発表者を務めた木村光子さん（右から二番目）
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◆
計
画
の
主
な
内
容

障
害
者
計
画

障
が
い
者
を
取
り
巻
く
生
活
や
環
境

な
ど
に
応
じ
た
基
本
目
標
を
掲
げ
る

と
と
も
に
、
基
本
目
標
に
対
す
る
具

体
的
な
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
示
し

て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画

重
点
施
策
と
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
体
制
整
備
と
目
標
量
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

◆�

障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計

画
に
お
け
る
重
点
施
策

①
福
祉
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の

移
行

②
精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

③
地
域
生
活
支
援
拠
点
（
下
図
）
な
ど

の
整
備

④
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

⑤
障
が
い
児
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
課 

社
会
福
祉
班

☎（
３
４
）１
１
１
４

◆
計
画
期
間

障
害
者
計
画

平
成
27
～
32
年
度
（
６
ヶ
年
）

※�

障
害
者
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画

期
間
中
の
見
直
し
。

障
害
福
祉
計
画

平
成
30
～
32
年
度
（
３
ヶ
年
）

障
害
児
福
祉
計
画

平
成
30
～
32
年
度
（
３
ヶ
年
）

◆
基
本
理
念

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
歩

む
社
会
を
目
指
す
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
と
、
障
が
い
者
の
社
会
復
帰

や
社
会
参
加
を
目
指
す
「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
亘
理
町
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」と
は

こ
の
計
画
は
、
次
の
３
つ
の
計
画
を
包

括
し
て
い
ま
す
。

○
第
２
期　
障
害
者
計
画

町
全
体
の
障
が
い
児
・
障
が
い
者
の
施

策
を
推
進
す
る
た
め
の
、
基
本
理
念
、

基
本
目
標
を
示
し
た
基
本
的
な
計
画

○
第
５
期　
障
害
福
祉
計
画

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
、

地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど
の
提
供
体
制

や
見
込
量
を
定
め
た
計
画

○
第
１
期　
障
害
児
福
祉
計
画

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
や
障
が
い
児

通
所
支
援
な
ど
の
地
域
支
援
体
制
の
構

築
や
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
す

る
た
め
の
計
画

町
で
は
、
平
成
30
年
３
月
に
、
障
が
い
者
に
関
わ
る
町
全
体
の
取
り
組
み
や
具
体

的
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
提
供
す
る
た
め
、「
亘
理
町
障
が
い
者
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
に
は
、
国
の
基
本
指
針
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
の
地
域
へ
の
移
行
支
援
を
進

め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
就
労
定
着
に
向
け
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
障

が
い
児
支
援
の
体
制
整
備
の
強
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
、
障
が

い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
第
２
期
障
害
者
計
画（
改
訂
）・第
５
期
障
害
福
祉
計
画・第
１
期
障
害
児
福
祉
計
画
）

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
か
ら
わ
た
り
温
泉
鳥
の

海
の
復
旧
支
援
費
寄
付

ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
株
式

会
社
な
ど
を

運
営
す
る
ア

サ
ヒ
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
か

ら
、
わ
た
り

温
泉
鳥
の
海

へ
の
復
旧
支
援
と
し
て
３
０
０
万
円
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
キ
ク
チ
か
ら
楽
器
バ
リ
ト

ン
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
寄
贈

亘
理
上
茨

田
地
内
で
フ

レ
ス
コ
キ
ク

チ
を
運
営
す

る
株
式
会
社

キ
ク
チ
（
福

島
県
相
馬

市
）
よ
り
、
逢
隈
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
使

用
す
る
楽
器
と
し
て
、
バ
リ
ト
ン
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
（
52
万
円
相
当
）
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

阿
部
和
工
務
店
か
ら
新
庁
舎
建
設
費

寄
付

上
浜
街
道

地
区
災
害
公

営
住
宅
の
建

設
な
ど
を
手

が
け
た
、
株

式
会
社
阿
部

和
工
務
店

（
仙
台
市
青

葉
区
）
か
ら
、
亘
理
町
役
場
新
庁
舎
の
建

設
費
と
し
て
１
０
０
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

徳
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
保
育

所
な
ど
へ
木
製
遊
具
寄
贈徳

島
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

町
内
児
童
福
祉
施

設
へ
、
徳
島
県
産

の
木
材
を
使
用
し

た
遊
具
や
時
計
な

ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、（
公
社
）徳
島
森
林
づ
く
り

推
進
機
構
の「
協
働

の
森
づ
く
り
事
業
」

の
一
環
で
、木
を
使
っ

た
復
興
支
援
活
動
を

続
け
て
い
て
、亘
理

町
へ
は
３
回
目
の
寄

贈
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

犬
の
放
し
飼
い
はやめ

ま
し
ょ
う

飼
い
犬
の
散
歩
の
際
、
多
く
の
飼
い
主

は
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
て
い
ま
す

が
、
一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼
い
主
に
よ

る
フ
ン
の
放
置
が
各
地
区
で
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

飼
い
犬
の
散
歩
に
行
く
と
き
は
、
犬
の

フ
ン
の
後
始
末
に
備
え
処
理
袋
な
ど
を
持

ち
歩
き
、
必
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
い
つ
も
き
れ
い
な
道
で
気
持
ち

よ
く
散
歩
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※�

飼
い
犬
の
フ
ン
放
置
で
悪
質
な
場
合
に

は
、
飼
い
主
の
氏
名
を
公
表
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年
６
月
末
ま

で
が
接
種
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※�

狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
な
い
場
合
、

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
園
や
広
場
な
ど
公
共
の
場
所
で
飼
い

犬
を
放
し
て
し
ま
う
飼
い
主
が
い
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て
「
危
険
を
感
じ

る
」、「
怖
い
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
か
ら
」、

「
自
由
に
遊
ば
せ
た
い
」、「
飼
い
主
が
付

い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
理
由
で

犬
を
放
し
て
し
ま
う
よ
う
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
行
為
で
他
人
や
他
の
犬
に
か
み
つ

く
な
ど
の
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
飼
い
犬
が
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
飼
い
主
は
法
的
な
責
任
を
追

求
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
、
宮
城
県
動
物
の
愛

護
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、

自
宅
の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

問　
町
民
生
活
課 

生
活
環
境
班

☎（
３
４
）１
１
１
３

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は

大
丈
夫
？

犬
の
フ
ン
放
置
で

み
ん
な
が
迷
惑
し
て
い
ま
す

狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

亘
理
町
障
が
い
者
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

地域生活支援拠点とは
障がい者の地域生活を支援する
機能（相談、体験の機会、緊急時
の受入、専門的人材の確保・養成、
地域の体制づくりなど）を地域の
実情にあわせて整備したもの。 【地域の体制づくり】

【相談】 【体験の機会】

【専門性】 【緊急時受入】
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第
11
回
亘
理
郡
卓
球
大
会
（
３
月
25
日

佐
藤
記
念
体
育
館
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
（
中
学
生
の
部
）

優　
勝　
阿
部　
晃
生
（
亘
理
中
）

準
優
勝　
大
友　
海
翔
（
亘
理
中
）

第
３
位　
笠
井　
諒
（
逢
隈
中
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
（
中
学
生
の
部
）

準
優
勝　
伊
藤　
未
華
（
亘
理
中
）

第
３
位　
齋
藤　
寧
（々
亘
理
中
）

第
３
位　
沢
目　
未
夢
（
亘
理
中
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
（
一
般
の
部
）

準
優
勝　
鈴
木　
健
祐
（
亘
理
高
）

第
３
位　
三
末　
汰
玖
杜
（
名
取
高
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
（
一
般
の
部
）

優　
勝　
遠
藤　
穂
（
名
取
北
高
）

準
優
勝　
三
末　
こ
の
は
（
逢
隈
中
）

第
３
位　
山
田　
都
水
（
亘
理
高
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
（
ベ
テ
ラ
ン
の
部
）

優　
勝　
鈴
木　
博

準
優
勝　
寒
風
澤　
吉
信

第
３
位　
吉
田　
裕

第
３
位　
成
田　
義
栄

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
（
ベ
テ
ラ
ン
の
部
）

優　
勝　
室
井　
髙
子

準
優
勝　
高
野　
ち
江

第
３
位　
千
葉　
知
子

第
３
位　
阿
部　
し
げ
子

第
27
回
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空

手
道
選
手
権
大
会
（
３
月
18
日
福
島
市

団
体
記
念
体
育
館
）

▼
小
学
生
男
子
１
年
の
部

優　
勝　
齊
藤　
楓
（
逢
隈
小
）

▼
小
学
生
男
子
２
年
の
部

優　
勝　
齊
藤　
楓
（
逢
隈
小
）

第
３
位　
田
村　
桜
ノ
助
（
逢
隈
小
）

▼
小
学
生
女
子
３
年
の
部

第
３
位　
亀
谷 

緑
里
（
亘
理
小
）

▼
小
学
生
女
子
５
年
の
部

優　
勝　
田
村 

玲
愛
（
逢
隈
小
）

齋
藤
怜
士
く

ん
（
６
歳
・
亘

理
小
）
が
４
月

11
日
に
お
は
な

し
会
参
加
１
０

０
回
を
達
成
し
ま
し
た
。

４
歳
こ
ろ
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
お
は
な
し
会
に
来
て
い
た
怜

士
く
ん
。

植
物
や
昆
虫
、迷
路
の
本
が
好
き
で
家
で

も
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

１
年
生
に
な
っ
た
怜
士
く
ん
。
学
校
の

勉
強
が
楽
し
み
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社

W
A
TA
LIS

（
中

町
）が
、経
済
産
業

省
が
主
催
す
る

「
は
ば
た
く
中
小

企
業・
小
規
模
事

業
者
３
０
0
社
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
他
社
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

り
え
る
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
選
定
し
て
表
彰
す

る
も
の
で
、
株
式
会
社W

A
TA
LIS

は

日
本
の
伝
統
・
技
術
を
世
界
に
発
信
し
、

女
性
の
就
労
モ
デ
ル
の
創
出
に
貢
献
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
１
０
０
回
達
成

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
会
結
果

公
園
ま
っ
ぷ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

わ
た
り
っ
子
を
育
て
る
会
が
制
作

公
園
の
特
徴
や
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
、
掲
載
し
た
す
べ
て

の
公
園
に
会
員
が
足
を
運
び
、
調

べ
た
特
徴
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
公
園
ま
っ
ぷ
」
を
片
手
に
公
園
へ

遊
び
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
わ
た
り
っ
子
を
育
て
る
会
」
は
、

平
成
８
年
か
ら
活
動
を
し
て
い
る
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る

会
で
す
。
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
よ

う
、企
画
・
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

公
園
ま
っ
ぷ
は
子
ど
も
未
来
課
・

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

問　
子
ど
も
未
来
課 

家
庭
支
援
班

☎（
３
４
）１
２
２
５

刷新した公園まっぷでは、新しくできた
公園なども掲載しています

荒浜地区まちづくり協議会

逢隈地区まちづくり協議会

吉田東部地区まちづくり協議会

吉田西部地区まちづくり協議会

亘理地区まちづくり協議会

申込・問　☎36−8189

申込・問　☎36−8740

申込・問　☎36−8831申込・問　☎36−8450

万風窯独特の自然釉、焼締めの壺や花器、食器、壁掛け、人形、
オブジェなどを作りましょう。

日　　時　５月24日（木）９：30～
場　　所　荒浜地区交流センター
定　　員　30人
費　　用　1,500円（粘土１kg）
持 ち 物　エプロン、雑巾１枚
申込期間　５月１日（火）～15日（火）
申込方法　当協議会に直接または電話で申し込みください。

逢隈の自然や歴史に触れてみませんか？みな
さんで一緒に逢隈を探検しましょう！

日　　時　５月12日（土）９：00～
集合場所　逢隈地区交流センター
内　　容　逢隈地区内のウォーキング
　　　　　※雨天時はB＆G体育館でゲーム
対　　象　逢隈地区在住の小学生以上の方
参 加 費　200円（当日納入ください）
持 ち 物　�おにぎり、飲み物、帽子、雨具、筆記用

具、上靴（雨天時）
申込方法　�５月７日（月）までに逢隈地区交流セ

ンターまたはB＆G体育館に備え付
けの申込用紙に記入のうえ、当協議
会へ申し込みください。

「飲まない」「吸わない」「賭けない」の「３ない」
で楽しむ健康的なマージャンです。頭を使い、指
先を動かしながら、適度な会話をみなさんで楽
しみましょう！

開 講 日　５月22日（火）13：30～
　　　　　毎月第２・第４火曜日
場　　所　吉田体育館 会議室
対　　象　�吉田東部地区在住の方
　　　　　（初心者大歓迎！）
定　　員　16人
申込方法　�当協議会に直接または電話で申し込

みください。

新緑の里山を一緒に歩きませんか？

日　　時　６月３日（日）９：00～
集合場所　農村創作活動センター
参 加 費　200円
持 ち 物　リュックサック、飲み物、タオル、敷物
昼　　食　おにぎり、お茶を用意します。
申込方法　５月28日(月)までに直接または電話で申し込みください。
※�急勾配の所があるので、動きやすい服装・履きなれた靴で参加
ください。
※ノルディックポール貸出可。

日　　時　５月27日（日）８：30集合→15：30解散（予定）
集合場所　中央公民館東側駐車場
定　　員　40人（中学生以上で健脚な方）
参 加 費　300円（保険料など）
持 ち 物　昼食、飲み物、敷物、雨具、杖など
服　　装　長袖、長ズボン、帽子、手袋、軽登山靴
申込方法　�氏名・年齢・住所・電話番号を記入のうえ、往復はがき

にて申し込みください。　※５月15日（火）消印有効
コ ー ス　�中央公民館→四方山東屋→黒森山→夜討坂→閑居山

→鴻巣峠→愛宕沢→中央公民館

陶芸教室(まんぷう窯)

春のおおくま歩け歩け大会

「健康マージャン倶楽部」会員募集

黒森山・四方山登山お楽しみ会

春の里山を歩こう

申込・問　☎34−8583　〒989−2351 亘理町字中町13

わつくり ネット まちづくり協議会からのお知らせ

昼食で豚汁
がでます！
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・　  の引き取り

亘理警察署だより亘理警察署　☎34－2111
緊急のときは 「110番」へ

Police station ３月の交通事故発生件数
区　　分 発生件数 傷者 死者

区
　
　
分

駐
在
所
別

計 65 9 0
亘　理 45 8 0
荒　浜 1 0 0
田　沢 18 1 0
浜吉田駅前 1 0 0

対
比

〜H30．３ 218 32 1
〜H29．３ 210 41 0

問　亘理警察署 交通課（☎34−2111）

日 会　社　名 電話番号

  3日（木）木村設備工業㈱（鳥屋崎） 35-2457

  4日（金）㈱嶺利設備工業所（中泉） 34-3798

  5日（土） ㈱門脇総合設備（高屋） 34-7775

  6日（日） ㈱宍戸工業所（早川） 34-1722

12日（土） ㈱コムロ（早川） 34-8027

13日（日） 興信管工㈱（浜吉田西） 36-3211

20日（日）木村設備工業㈱（鳥屋崎） 35-2457

26日（土） ㈱門脇総合設備（高屋） 34-7775

27日（日） ㈲森管工業（南町北） 34-7724

問　上下水道課　☎34−0515

休日の水道修理業者

飼っている犬猫の引き取りは塩釜保健所岩沼
支所で行っています。引き取りを求める相当
の理由がない場合は引き取りが拒否されます。
最期まで愛情と責任を持って飼いましょう。
引き取りを希望される方は相談ください。

問　塩釜保健所 岩沼支所（☎22−6294）

大人向け 子ども向け

今月のおすすめ
草薙の剣／橋本治著・新潮社
風は西から／村山由佳著・幻冬舎
ふたりみち／山本幸久著・ＫＡＤＯＫＡＷＡ

今月のおすすめ
おべんとうしろくま／柴田ケイコ作・絵／PHP研究所
そらからぼふ～ん／高畠　那生作・くもん出版
じてんしゃがしゃがしゃ／
かさいまり文・山本久美子絵・絵本塾出版

整
然
と
並
ぶ
殿
様
た
ち
の
墓

亘
理
領
主
伊
達
氏

　
　
　
歴
代
墓
所

（
泉
ヶ
入
87
︱
２
）

亘
理
伊
達
家
の
菩
提
寺
大
雄
寺

の
境
内
南
側
に
は
、
初
代
成
実
か

ら
十
三
代
邦
実
ま
で
の
歴
代
領
主

と
夫
人
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。

歴
代
領
主
の
墓
所
が
一
か
所
に
置

か
れ
て
い
る
の
は
仙
台
藩
で
は
珍

し
く
、
町
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い

ま
す
。

成
実
霊
屋
の
東
に
は｢

中
興
の

祖｣

と
さ
れ
た
五
代
実
氏
霊
屋
が

建
て
ら
れ
、二
つ
の
霊
屋
の
間
に
は
、

成
実
の
父
実
元
の
位
牌
堂
が
２
５

０
年
忌
の
際
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

歴
代
領
主
の
墓
は
、
当
初
成
実
霊

屋
と
歴
代
墓
所
の
入
口
を
別
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
し
だ
い
に
土
地

が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
霊
屋
と
の

仕
切
り
を
外
し
て
整
地
を
行
い
、

墓
地
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

二
代
か
ら
五
代
夫
人
ま
で
の
墓

石
の
宝ほ

う
き
ょ
う篋
印い

ん
と
う塔
は
見
事
な
造
り

で
、
仙
台
藩
一
門
で
あ
る
亘
理
伊

達
家
の
格
式
の
高
さ
を
表
し
て
い

ま
す
。

明
治
時
代
、
十
四
代
領
主
邦
成

が
北
海
道
へ
移
住
し
た
後
、
墓
所

は
亘
理
に
残
っ
た
人
び
と
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
に

は
亘
理
伊
達
家
よ
り
三
霊
屋
を
含

む
歴
代
墓
所
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

町
で
は
歴
代
墓
所
の
墓
石
整
備

や
実
氏
霊
屋
の
修
復
を
行
い
、
今

後
は
実
元
霊
屋
の
修
復
と
歴
代
墓

所
の
環
境
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

問　
生
涯
学
習
課 

文
化
財
班

☎（
３
４
）８
７
０
１

ふるさとの
文化財

史跡１

問　図書館　☎34−8700

問　図書館　☎34−8700

悠里館ギャラリー

※展示期間：５月１日（火）～26日（土）
「悠里館ギャラリー」は…悠里館と亘理駅を結ぶ連絡通路にある展示スペースです。

「『Railway Art展』～悠久の地に描く～」
今月の図書館・郷土資料館の休館

内科、外科、小児科、救急科…。初

期臨床研修で様々な科を回っている新

米教師の諏訪野良太は、患者たちが抱

える問題に耳を傾け、解決の糸口を懸

命に探し…。連作医療ミステリ。「小

説野性時代」掲載に加筆し単行本化。

日本の国旗はなぜ大きな赤い丸？武

器がかかれた国旗はどこの国？2017

年に国旗がかわった国はどこ？国旗を

つくるこびとたちといっしょに世界を

めぐる旅に出よう！

▲�歴代墓所

7日（月）、14日（月）、21日（月）、
25日（金）、28日（月）

・引き渡しは当事者間でお願いします。
・気持ちよくリサイクルできるよう、お互いマナーに気を

付けましょう。

問　町民生活課 生活環境班
（☎34−1113）

譲ってください

●携帯ラジオ

●自転車（大人用）

●座イス（２つ）

●カサ立て

●ベビーベット

●ワープロ（説明書付）

●薪（薪ストーブ用）

譲ります（無償）

●自転車（女子向け・２台）

リサイクル情報 祈りのカルテ� 知念実希人 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 世界一おもしろい国旗の本
� ロバート・G・フレッソン絵と文／河出書房新社

図書館からの
お知らせ

今年度の「子供の読書活動優秀
実践図書館」文部科学大臣表彰
を受賞しました。みなさんあり
がとうございました。

平成30年度警察職員の募集
～平成30年度宮城県警察官・県職員採用試験日程～

試験の詳細を記載した試験案内は、４月下旬から５月下旬以降に宮城県警
察本部、県内各警察署などで配付します。
受験希望者問い合わせ先
宮城県警察本部警務部警務課採用係
採用フリーダイヤル：☎0120－204－606（平日の8：30～17：15）
ホームページＵＲＬ：http://www.police.pref.miyagi.jp

試験区分 申込受付期間 第１次試験 第２次試験 最終合格発表
警察官A

（大卒・卒業見込み）
５月18日㈮〜
６月15日㈮ ７月８日㈰ ８月上旬 ８月下旬

警察官B
（大卒以外）

７月27日㈮〜
８月24日㈮ ９月16日㈰ 　10月上旬～

中旬 11月中旬

県職員
（大卒程度）

５月11日㈮〜
６月１日㈮ ６月24日㈰ 　７月中旬～

８月上旬 ８月中旬

県職員
（短大卒程度） ８月10日㈮～

８月31日㈮ ９月23日㈰

　10月下旬～
11月上旬 11月中旬県職員

（高校卒程度） 10月下旬

平成30年度 採用試験が変わります！

宮城県警察官
○資格加点の対象資格が追加されました。

（語学）英検２級以上、TOEIC470点以
上、TOEFL（iBT）48点以上、国連英検C
級以上、中国語検定３級以上、HSK４級以
上、中国語コミュニケーション能力検定
400点以上、ハングル能力検定準２級以
上、韓国語能力試験４級以上

（情報処理）情報処理技術者試験合格者、
情報処理安全確保支援士試験合格者

（財務）日商簿記検定２級以上、全経簿記能
力検定１級以上、全商簿記実務検定１級
警察事務（県職員）
○�受験可能年齢の上限が29歳までになり

ます。
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健康のひろば
◦　　　　　子　　育　　て　　支　　援　　　　　◦

◦　　　　相　　　談　　　　◦
保健行事 日にち 受付時間 対象者 会場など

3・4か月児
健康診査 23日（水）12：30～12：45（終了予定時間15：00） 平成30年 1 月生

中央公民館
※�対象の方に
は約２週間
前に問診表
を郵送しま
す。持ち物
などの記載
を確認して
お越しくだ
さい。

6・7か月児相談 15日（火） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成29年10月生

12か月児相談 8日（火） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成29年 5 月生

1歳8か月児健康診査
◎�歯ブラシを持参
してください

30日（水）12：30～12：45（終了予定時間15：00） 平成28年 8 月生

2歳6か月児
歯科健康診査
◎�歯ブラシを持参
してください

9日（水） 9：15～9：30
（終了予定時間11：30頃） 平成27年10月生

3歳6か月児
健康診査 16日（水）12：30～12：45（終了予定時間15：00） 平成26年10月生

母子健康手帳発行 7・14・21・
28日（月）

9：00～9：15
（終了予定時間10：00頃）

現在妊娠中の方
※�都合の悪い方は問い
合わせください。

役場仮庁舎
西会議室

妊産婦・乳幼児
健康相談
※�乳幼児健康相談に
お越しの方は、バ
スタオルと母子健
康手帳をお持ちく
ださい。

17日（木） 9：30～11：00
（終了時間11：30）

妊娠や出産後のこと、
離乳食など、育児に関
する相談をしたい方

悠里館
2階会議室

問　健康推進課 健康推進班　☎34−0524

問　健康推進課 健康推進班　☎34−0524

休日当番医（医科・歯科・薬局）
日 当直医・薬局 地　区 電話番号

  3日（木）

氏家医院 舘南下 34−1320
山形歯科クリニック 駅前東 34−2133
名取中央クリニック（歯科） 名取市 022−382−6231
城南薬局 舘南下 33−0380

  4日（金）
大友医院ヒロミ小児科 祝田東 34−3204
いちろう歯科クリニック 名取市 022−382−8601
いわぬま西調剤薬局 岩沼市 24−3930

  5日（土）

柿沼循環器科 中泉 32−2871
津川歯科医院 北城東 34−4733
なとり駅前歯科クリニック 名取市 022−382−3343
もみのき薬局 中泉 34−2140

  6日（日）
菊地内科医院 山元町 37−3300
やのめ歯科医院 岩沼市 23−4048
ひまわり薬局浅生原店 山元町 33−8053

13日（日）
亘理整形外科 鹿島 34−5303
高藤歯科医院 岩沼市 22−2666
調剤薬局いわぬま 岩沼市 24−4375

20日（日）

浅生原クリニック 山元町 23−0345
小島歯科医院 岩沼市 22−6480
那智が丘歯科医院 名取市 022−386−5989
つばめ薬局 山元町 35−6030

27日（日）
板橋胃腸科肛門科 中泉 34−8911
たかとく歯科医院 名取市 022−384−8841
もみのき薬局 中泉 34−2140

◦　　保 健 カ レ ン ダ ー　　◦

※�献血の際は、本人確認のため、運転免許証など
の身分証明書を忘れずに持参してください。
※�献血協力事業所を募集しています。詳しくは
問い合わせください。

問　健康推進課 健康推進班（☎34−0524）

開設場所　総合南東北病院（岩沼市）
受付時間　�平日（祝日・年末年始除く）の

19：00～21：30
受診方法　�受付専用番号に問い合わせ

のうえ受診してください。
受付専用　☎070－6635－9454

問　健康推進課（☎34−0524）

（自家用車・タクシーなどで来れる方対象）
平日夜間の初期救急外来

病院？救急車？症状で迷ったときに
利用ください。
医療スタッフが、症状について相談

を受け、対処についてアドバイスします。
相談時間　平日　19：00～翌８：00
　　　　　土曜　14：00～翌８：00
　　　　　日曜・祝日　24時間

お子さんの急な発熱、けがで迷った
ときに利用ください。
相談時間　毎日 19：00～翌８：00
対　　象　15歳未満の子ども

※プッシュ回線以外、PHSからは☎022-706-7119

※プッシュ回線以外、PHSからは☎022-212-9390

おとな救急電話相談

子ども夜間安心コール

内　　　容 対　象　者 日にち 時　間 場　所 問い合わせ
絵本の読み聞かせ「おはなしぽけっと」 未就学児と

保護者 5月8日（火） 10：45〜11：00 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり
☎32−0720

おどってあそぼ！ 未就学児と
保護者 5月10日（木） 10：45〜11：00 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり

☎32−0720
育児講座「わらべうたであそぼう！０・１・２」
� ※申込受付中 詳しくはP26 5月15日（火） 10：15〜11：15 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり

☎32−0720
「孫育て・他孫育て楽しみ隊」わらべうたの集い
� ※要申込〜5／15 詳しくはP26 5月18日（金） 10：00〜 中町児童クラブ

（亘理保育所北）☎23−1310
すくすく「しゃぼん玉であそぼう！」
� ※要申込5／7〜 詳しくはP27 5月22日（火） 10：00〜10：45

11：00〜11：45 中央児童センター
地域子育て支援センターわたり
☎32−0720

にこにこクラブ　はじまりの会 未就学児と
保護者 5月23日（水） 10：00〜11：00 吉 田 西 児 童 館

吉田西児童館
☎34−6530
吉田児童クラブ
☎23−1321

「ファミリー・サポート・センター」出張相談窓口 子育て中の親
および興味のある方 5月23日（水） 10：00〜12：00 中央児童センター ファミリーサポートセンター

☎23−1290
ぶんぶん「小麦粉ねんどを作ってあそぼう！」
� ※要申込5／7〜 詳しくはP26 5月24日（木） 10：15〜11：15 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり

☎32−0720
「孫育て・他孫育て楽しみ隊」みんなでつなぐ
昔あそび　あやとり� ※要申込〜5／22 詳しくはP27 5月25日（金） 10：00〜 中町児童クラブ

（亘理保育所北）☎23−1310

子育てサロン「ピープル・ツリー」 未就学児と
保護者 5月25日（金） 10：00〜11：50 中央児童センター 生 涯 学 習 課

☎34−0510
ぴよぴよ「ぴよぴよさん あつまれ〜！」
� ※要申込5／14〜 詳しくはP26 5月29日（火） 10：15〜11：00 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり

☎32−0720
うさぎクラブ「はじまりの会」※要申込5／7〜 詳しくはP26 5月31日（木） 10：00〜11：00 逢 隈 児 童 館 ☎34−5053
育児講座「パパとボールであそぼう！」
� ※要申込5／21〜 詳しくはP26 6月3日（日） 10：15〜11：15 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり

☎32−0720
すくすく「かたつむりを作ってあそぼう！」
� ※要申込5／28〜 詳しくはP26 6月12日（火） 10：00〜10：45

11：00〜11：45 中央児童センター
地域子育て支援センターわたり
☎32−0720

♯ 7 1 1 9

♯ 8 0 0 0

相談の種類 主な相談内容 日　　時 場　所 問い合わせ

生活心配
ごと相談

家 庭、賃 借、老
後、子 ど も に 関
す る 悩 み ご と

1（火）、7・14・21・
28日（月）

9：00～12：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

社 会 福 祉
協 議 会
☎34−7551

消費生活
相 談

訪問販売、消費生
活 に 関 す る こ と

月～金曜日
（祝日を除く）
9：00～15：45

町民生活課

町民生活課
☎34−1113人権相談

家 族 紛 争、 い じ
め･虐 待 な ど 人
権 に 関 す る こ と

7日（月）
※６月は２日（土）
10：00～15：00

中央公民館
（団体室）

行政相談 国、県、町の仕事につ
いての要望や苦情

28日（月）
10：00～15：00

町民生活課
（町民相談室）

健康相談
健診結果のこと、食
事・運動のことなど
健康に関する相談

月～金曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00

健康推進課
健康推進班

健康推進課
☎34−0524

生活保護
相 談

生 活 保 護 に 関 す
る相談（電話で予
約してください）

10・24日（木）
予約をした時間に
お越しください

福 祉 課
（相談室）

福 祉 課
☎34－1114

障 害 者
（児）相談

障害者（児）の福祉
に関する様々な問
題についての相談

10・17・24・
31日（木）

10：00～15：00
中央公民館

地域支援センター
ぱ れ っ と
☎24−1712

保健所のおしらせ

ひきこもり・思春期こころの相談
８日（火）　塩釜保健所岩沼支所
時間　13：30～16：30

アルコール・薬物関連専門相談
10日（木）　塩釜保健所岩沼支所
相談時間　15：00～17：00

問　塩釜保健所岩沼支所
　　☎22−2189

1・15日（火）　塩釜保健所岩沼支所
時間　9：30～11：30
骨髄バンク登録、ＨＩＶ抗体検査、
クラミジア抗体検査、肝炎検査、梅毒検査

問　塩釜保健所岩沼支所
　　☎22−2189

● 相談（予約制）

● 登録・検査（予約制）

全血献血(400ml)
５月４日(金・みどりの日)
場　　所　みやぎ生協亘理店
受付時間　10：00～11：45
　　　　　13：00～16：30
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お し ら せ ひろば

ポリテクセンター宮城　公共職業訓練
７月入所受講生募集

多賀城実習場では早期再就職に向け
た職業訓練を実施しています。
募集訓練科名（定員）　電気・情報通
信工事科（15）、住宅リフォーム科
（18）、ビル設備サービス科（18）

訓練期間（６か月）
７月３日（火）～12月26日（水）

受 講 料　無料
　　　　　※�テキストや作業服などは

自己負担
募集期間　５月７日（月）～６月４日（月）
申込方法　�居住地を管轄するハロー

ワーク（公共職業安定所）を
通じ申し込みください。

入所選考日　６月８日（金）
問　ポリテクセンター宮城 訓練課
　　多賀城実習場（☎022−362−2454）

危険物取扱者試験【乙種第４類】
準備講習会の開催

日　　時　５月27日（日）
　　　　　9：00～16：00
会　　場　岩沼市消防署 会議室
受 講 料　3,500円
　　　　　（テキスト代込み）
定　　員　40人
申込期間　５月１日（火）～25日（金）
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　亘理地区防災安全協会
　　　　（亘理消防署内☎29−4492）

相　談
女性の健康相談

女性医師が、思春期や更年期の身体
的・精神的不調、家庭や職場でのストレ
スなどで悩んでいる女性の相談に応じ
ます。※完全予約制・相談無料
日　　時　５月12日（土）14：00～16：00
場　　所　塩釜市公民館（塩釜市）
　　　　　※�仙台市に通勤・通学の方は仙

台市会場（エルソ－ラ仙台）で
も相談することができます。

受付時間　9：00～17：00
　　　　　（土・日、祝日を除く）
予約・問　宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　（☎090－5840－1993）

特別人権・無料法律相談所開設

６月１日「人権擁護委員の日」にちな
み、みなさんが日頃かかえているさま
ざまな問題解決のお手伝いをするた
め、「特別人権相談・無料法律相談所」を
開設します。困りごと、心配ごとがある
方は気軽に相談ください。※予約優先
日　時　６月２日（土）10：00～15：00
場　所　中央公民館
相談員　�弁護士、司法書士、人権擁護委

員、消費生活相談員
相談例
・土地、建物、境界、契約、債務、相続、
遺言、贈与などについて
・家族、隣近所、職場、日常生活での
困りごと
・いじめ、虐待、配偶者からの暴力な
ど人権問題など
・震災関連、消費生活相談、法的な手
続きなどについて

相談料　無料（秘密は守ります。）
申込・問　町民生活課 生活環境班
　　　　（☎34−1113）

試験・採用
「シルバー人材センター」会員募集！

入会条件　�亘理町に居住する原則60歳
以上で健康で働く意欲があ
り、シルバー人材センターの
趣旨を理解し、賛同する方。

入会方法　�次の入会説明会に参加し、
手続きをしてください。

日　　時　５月８日（火）10：00～
場　　所　シルバー人材センター相談室
　　　　　（中央公民館内）
申込・問　（公社）亘理町シルバー
　　　　人材センター（☎34−8800）

催　し
第21回収蔵資料展

平成27年度に寄贈された歴史民俗
資料約70品目、140点を展示します。
昔のお金や鉄道の入場券など当時のく
らしぶりを伝える資料に加えて、亘理
伊達家十一代伊達宗賀に関する資料も
展示します。人々の生活を支えた昔懐
かしい品々を、ぜひご覧ください。
期　間　４月28日（土）～
　　　　６月24日（日）
　　　　9：00～16：30（入館は16：00まで）
会　場　郷土資料館 企画展示室
　　　　（悠里館１階）
観覧料　常設展示観覧料で観覧できます。
　　　　一　　般　200円（150円）
　　　　高 校 生　100円（  70円）
　　　　小中学生　  50円（  30円）
※（ ）は20人以上の団体料金です。
※�障害者手帳を提示した方は料金が無
料になります。

問　郷土資料館（☎34−8701）

「ぽっぽ」のおはなし会

日付・対象
５月５日（土）　
　幼児～小学生向け
５月10・24日（木）
　０～３歳児向け

時　間　11：00～11：30
場　所　子ども読書コーナー
問　図書館（☎34−8700）

看護のひろば2018

５月６日から12日の「看護週間」に
合わせて看護のひろばを開催します。
気軽に今の健康状態をチェックしてみ
ませんか。
日　時　５月12日（土）
　　　　12：00～15：00
場　所　フォルテ（大河原町）、
　　　　イオンモール名取（名取市）ほか
内　容　�「まちの保健室」（健康チェッ

ク、健康相談、介護相談など）
問　宮城県看護協会
　　（☎022−273−3923）
　　宮城県医療人材対策室
　　（☎022−211−2615）

世帯数と人口
平成30年３月31日現在

～インターネット通販に
おける注意点～

手軽で便利に利用できるイン
ターネット通販ですが、「偽物が
届いた」、「商品が届かない」とい
うトラブルに巻き込まれてしまう
場合があります。トラブルに遭っ
た場合、支払ったお金を取り戻す
ことは容易ではありません。利用
する際には十分に注意しましょ
う。

《注意点》
★ショップの住所や責任者名、特
に連絡先（電話番号）を必ず確
認し、表示に不備があるサイト
には注意しましょう。
★一般に流通している価格よりも
大幅に安く販売されている場合
は模倣品でないか十分に注意し
ましょう。
★支払い方法が口座振込やカード
払い、代金引換など複数用意さ
れているショップを選び、前払
いだけのサイトはなるべく避け
ましょう。
★返品条件、利用規約は必ず事前
に確認しましょう。
★注文した内容、業者からのメー
ルや確認画面は保存しておきま
しょう。
★商品が届いたら、すぐに中身を
確認し、注文品と違っている場
合などにはすぐにショップに連
絡しましょう。
困ったときには相談ください。

《消費生活相談窓口》
問　町民生活課 生活環境班（☎34−1113）

応募資格・募集人数
①保育士資格を有する方６人程度
②看護師または准看護師免許を有する方２人

雇用期間　採用日～９月30日（日）※翌年３月末まで更新あり。
勤務場所　町内公立保育所
勤務時間　7：00～19：00（実働6～7時間45分）※応相談
賃　　金　日額8,060円（7時間45分勤務の方）、または時給1,040円
勤務内容　未就学児の保育※看護師などは主に乳児の保育
社会保険等　・健康保険・厚生年金の加入、雇用保険の適用あり（条件あり）
　　　　　・�通勤距離10キロ以上は距離に応じて交通費相当額を賃金に上

乗せ（時給40円～100円）。
　　　　　・年次有給休暇あり
応募方法　�子ども未来課に備え付けの臨時職員登録申込書に必要事項を記入

し、保育士証・看護師等免許状の写しを添付のうえ応募ください。
受付期間　随時
　　　　　※採用予定人数に達した時点で締切。※土・日、祝日除く
選考方法　面接
そ の 他　�短時間勤務希望の方で、7：00～11：00、または15：00～19：00

が可能な方は相談ください。
問　子ども未来課（☎34−1225）

仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあ
ふれる税務職員を募集しています。国の財政を支える税務職員に、あなたも
チャレンジしてみませんか。
受験資格
①平成30年４月１日時点で高校卒業後３年を経過していない者、および平
成31年３月までに高校卒業見込みの者
②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者

申込期間　６月18日（月）～27日（水）
申込方法　�ウェブサイト「国家公務員試験採用情報NAVI」より申し込みくだ

さい。（http：//www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
第１次試験日　９月２日（日）
問　仙台国税局人事第二課試験研修係（☎022−263−1111内線3236）
　　人事院東北事務局（☎022−221−2022）

臨時職員（保育士）募集

平成30年度　国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）
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年
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０
歳
の
お
祝
い

世帯数……12,229世帯（12世帯増）
総　数……33,683人　（69人減）
　男　……16,491人　（24人減）
　女　……17,192人　（45人減）
出　生……19人	 死　亡……35人
転　入……142人	 転　出… 196人
その他増…1人	
� ※（　  ）内は前月比
問　町民生活課 町民班（☎34−1113）
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育児講座「わらべうたであそぼう！０・１・２」

日　　時　５月15日（火）
　　　　　10：15～11：15
場　　所　中央児童センター
対　　象　０～２歳のお子さんと保護者
定　　員　20組
講　　師　宮城わらべうたの会
　　　　　武石 麻弥 氏
申込期間　申込受付中
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32－0720）

すくすく「かたつむりを作ってあそぼう！」

日　　時　６月12日（火）
　　　　　１歳クラス…10：00～10：45
　　　　　２歳クラス…11：00～11：45
場　　所　中央児童センター
対　　象　１・２歳のお子さんと保護者
定　　員　各回10組
申込期間　５月28日（月）9：00～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32－0720）

ひとり親家庭等就業支援講習会「パソコン講習
マイクロソフトワード2013」（平日コース）

日　　時　�６月６日～７月20日の各
水・金曜日（全14回）

　　　　　9：00～17：00
会　　場　宮城県母子・父子福祉センター
　　　　　（仙台市宮城野区安養寺3−7−3）
対　　象　�県内のひとり親家庭の母や

父または寡婦で、全日程受
講できる方

定　　員　５人
　　　　　※定員を超えた場合は選考
受 講 料　�無料※別途、教材費・検定料

16,000円程度
申込期間　５月７日（月）～17日（木）
　　　　　※必着
申込方法　�講習名、住所、氏名、連絡先、

託児の有無（年齢）を記入の
うえ、官製はがきまたはFAX
で宮城県母子・父子福祉セ
ンターへ申し込みください。

申込・問　（公財）宮城県母子福祉連合会
　　　　（宮城県母子・父子福祉センター内
　　　　☎・ＦＡＸ022−256−6512
　　　　�※火・土・祝日を除く、9：00～

17：00受付）〒983−0832
　　　　仙台市宮城野区安養寺3−7−3

うさぎクラブ「はじまりの会」

お子さんと一緒に遊びに来てみませ
んか。※今年度は５月21日（月）より毎
週月・水・金曜日の午前10：00から保
育室を開放しています。
日　　時　５月31日（木）
　　　　　10：00～11：00
場　　所　逢隈児童館 支援室
対　　象　町内の未就学児と保護者
定　　員　10組
申込方法　�直接または電話で申し込み

ください。
申込期間　５月７日（月）9：00～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　逢隈児童館（☎34−5053）

子育てサロン「ピープル・ツリー」

子育て中の方々と子育てサポーター
が気軽に集い、語らう場です。毎回、身
近な材料で簡単なおもちゃを作った
り、子育てサポーターによる絵本など
の読み聞かせや手遊びを行ったり、施
設内のおもちゃで自由に遊んだりして
います。予約は不要、参加費もかかりま
せんので、お子さんと一緒に遊びに来
てみませんか。
日　時　月１回　金曜日
　　　　10：00～11：50（各回）
場　所　中央児童センター
対　象　未就学児と保護者
※５月は25日（金）に開催します。
※�年間の予定は各月の広報や町ホーム
ページで確認ください。

問　生涯学習課 生涯学習班
　　（☎34－0510）

「孫育て・他孫育て楽しみ隊」
わらべうたの集い

日　　時　５月18日（金）
　　　　　10：00～（受付9：45～）
場　　所　中町児童クラブ
　　　　　（亘理保育所北）
対　　象　�地域のおじいさん、おばあ

さん、未就学児と保護者
内　　容　わらべうた遊び、
　　　　　子育て相談
申込方法　�直接または電話で申し込み

ください。
申込締切　５月15日（火）
申込・問　中町児童クラブ
　　　　（☎23−1310）

ぶんぶん
「小麦粉ねんどを作ってあそぼう！」

日　　時　５月24日（木）
　　　　　10：15～11：15
場　　所　中央児童センター
対　　象　３歳以上のお子さんと保護者
定　　員　10組
持 ち 物　手拭き用タオル（２枚程度）
申込期間　５月７日（月）9：00～
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32－0720）

ぴよぴよ「ぴよぴよさん あつまれ～！」

日　　時　５月29日（火）
　　　　　10：15～11：00
場　　所　中央児童センター
対　　象　０歳のお子さんと保護者
申込期間　５月14日（月）9：00～
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32－0720）

祝20回 いきいきわたりっこまつり
～みんなげんき！

えがおいっぱいわたりっこ～

日　　時　５月12日（土）
　　　　　9：15～12：30（受付9：00～）
場　　所　佐藤記念体育館・武道館
対　　象　幼児～小学生
　　　　　（未就学児は保護者同伴）
申込方法　�各児童館・児童クラブへ
　　　　　申し込みください。
問　中央児童センター（☎34－2752）

育児講座「パパとボールであそぼう！」

日　　時　６月３日（日）10：15～11：15
場　　所　中央児童センター
対　　象　２歳以上のお子さんと保護者
定　　員　12組
服　　装　動きやすい服装
持 ち 物　水分補給用飲み物、上靴
　　　　　タオル
　　　　　※�親子ともに用意してくだ

さい。
講　　師　宮城県サッカー協会
　　　　　白旗 由美子 氏
申込期間　５月21日（月）9：00～
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32－0720）

「孫育て・他孫育て楽しみ隊」
みんなでつなぐ昔あそび　あやとり

日　　時　５月25日（金）
　　　　　10：00～（受付9：45～）
場　　所　中町児童クラブ
　　　　　（亘理保育所北）
対　　象　�地域のおじいさん、おばあ

さん、未就学児と保護者
内　　容　あやとり遊び、子育て相談
申込方法　�直接または電話で申し込み

ください。
申込締切　５月22日（火）
申込・問　中町児童クラブ
　　　　（☎23−1310）

コンディショニング教室参加者募集

身体を調子の良い状態に整える「コ
ンディショニング」（身体が持っている
当たり前の反応をできる身体の状態）
をすることで体が楽に動くようになり
ます。「きたえる」より「ととのえる」、簡
単で疲れない運動で本来の状態を取り
戻し、調子の良い身体を作ってみませ
んか。
日　　時　（全４回）
６月５・19日（火）、７月３・17日（火）
※各回10：00～11：30

場　　所　農村環境改善センター
講　　師　今井 佳子 氏
　　　　　（コンディショニングトレーナー）
対　　象　どなたでも
定　　員　50人
準 備 物　ヨガマット、バスタオル、
　　　　　飲み物
受 講 料　400円
申込方法　�吉田地区交流センターに備

え付けの申込用紙に記入の
うえ提出ください。

　　　　　※電話申込不可
申込期間　５月１日（火）～10日（木）
問　吉田地区交流センター
　　（☎36−3114）

脳活性化教室「ボケてらんねっちゃ」
（亘理教室）受講者募集

「脳」を健やかに保つコツを学びませ
んか？教室では体操や創作活動を楽し
みながら、脳のトレーニングを行います。
対　　象　65歳以上の方
日　　程　�５月31日～８月２日の毎

週木曜日（全10回）
　　　　　10：00～11：30
会　　場　中央公民館
定　　員　20人程度
参 加 料　無料
　　　　　※別途材料費がかかります。
内　　容　軽運動、ゲーム、
　　　　　創作活動、調理実習など
　　　　　※�専門のスタッフが手伝い

ますので、運動が苦手な方
も安心して参加ください。

申込方法　�地域包括支援センターへ電
話で申し込みください。

申込期限　５月15日（火）
申込・問　地域包括支援センター
　　　　（☎34−1331）

すくすく「しゃぼん玉であそぼう！」

日　　時　５月22日（火）
　　　　　１歳クラス…10：00～10：45
　　　　　２歳クラス…11：00～11：45
場　　所　中央児童センター
対　　象　１・２歳のお子さんと保護者
定　　員　各回12組
服　　装　汚れても良い服装
持 ち 物　帽子、手拭き用タオル
申込期間　５月７日（月）9：00～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32－0720）

お茶の間クラブの活動をとおして、友達の輪を広げてみませんか。（全８回）
日　　時 内　　　容

  6月26日（火） 第１回講座
講話「笑って笑って、ちょっと頭使って、PPK+７」

  7月24日（火） 第２回講座 「世界で一つのスプーン作り」
  8月28日（火） 第３回講座 移動研修「南三陸町の復興を視察」
  9月25日（火） 第４回講座 講話「笑顔で健康に」
10月30日（火） 第５回講座 「手作り味噌に挑戦」
11月27日（火） 第６回講座 講話「スッキリ片付け、断捨離できる？」
12月25日（火） 第７回講座 アレンジメントフラワー「新年を祝う」
１月29日（火） 第８回講座 調理実習「巻き寿司で節句を祝う」

場　　所　勤労青少年ホームほか
対　　象　原則荒浜地区にお住まいの方
定　　員　25人
参 加 費　500円※別途材料費がかかります。
申込方法　荒浜地区交流センターへ直接または、電話で申し込みください。
申込締切　５月31日（木）
申込・問　荒浜地区交流センター（☎35−2011）

ファミリー・サポート・センター事業とは、お子さんを預かって欲しい人（利
用会員）と、お子さんを預かり援助を行いたい人（協力会員）が会員となり、協
力会員が利用会員に有償で育児の手助けを行いながら子育てを会員同士で
支え合う事業です。子どもが好きな方、子育ての手伝いをしたいと考えている
方、子育ての参考になる講座です。ぜひ受講ください。
対　　象　町内在住で20歳以上の方
会　　場　吉田西児童館・中央公民館・保育所
内　　容　子どもの身体の発育・栄養と食生活・幼児の救急救命法など
日程・時間
６月19日（火）、20日（水） 10：00～12：00
６月22日（金）、26日（火）、27日（水）   9：30～12：30
６月28日（木） 10：00～12：00
７月３日（火）、６日（金）、10日（火） 10：00～12：00
７月13日（金）   9：00～12：30

申込期間　５月７日（月）～６月15日（金）※託児あり
利用会員申込は随時受付中　生後２ヵ月から小学校６年生までのお子さん
をお持ちで町内に住所を有し、または町内の事業所に勤務する方対象。

申込・問　亘理町ファミリー・サポート・センター（吉田西児童館内☎23−1290）

荒浜お茶の間クラブ受講生募集

ファミリー・サポート・センター協力会員の講習会を開催します
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亘理町Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫
新規オープン　利用者募集

カヌー・OPヨット・カッターなどで
海洋性スポーツが楽しめます。
対　　象　小学４年生～一般の方
　　　　　※�小学３年生以下の方は保

護者同伴で利用可能。
利用期間　５月12日～９月30日
　　　　　（毎週月曜日を除く）
　　　　　※�平日のみ予約が必要です。
　　　　　※�利用日の１ヵ月前から予

約が可能です。生涯学習
課へ申請ください。

利用時間　10：00～17：00
　　　　　（受付は16：00まで）
利用料金（カヌー・OPヨット）
高校生以下　100円
高校生以上　200円
※１時間あたりの料金です。

問　亘理町教育委員会
　　（生涯学習課内☎34−0511）
　　Ｂ＆Ｇ艇庫（☎35−3715）

みんなでこせっぺ! おらほの森 植樹祭

種をまいて育ててきた苗木を海岸林
へ植樹します。亘理町のグルーンベル
トづくりに参加してみませんか。
日　　時　５月20日（日）、６月24日（日）
　　　　　※各回9：00～12：00
場　　所　海岸林（町有林西側）
持 ち 物　�軍手、飲み物、帽子、スコッ

プや移植ベラなど（持って
いる方）

申込方法　�電話、FAXまたはEメール
にて申し込みください。

申込・問　わたりグリーンベルトプロジェクト
　　　　（☎・ＦＡＸ35−7735
　　　　Ｅmail：info@watari-grb.org
　　　　HP：http：//watari-grb.org）

亘理地区体育振興会
グラウンドゴルフ交流会

親子や友人の方々と一緒にグラウン
ドゴルフで汗を流してみませんか。小
学生から年配の方までどなたでも楽し
めます。初心者大歓迎！
日　　時　５月26日（土）9：00～
　　　　　（受付8：30～）※雨天中止
場　　所　亘理運動場
　　　　　（中央児童センター向かい）
対　　象　小学生以上　
募集人数　50人（先着順）
参 加 費　300円（当日に納入）
　　　　　※小中学生は無料
申込方法　�中央公民館、佐藤記念体育館

に備え付けの申込用紙に記
入のうえ申し込みください。

　　　　　※電話申込不可
申込期間　５月１日（火）～18日（金）
問　亘理地区体育振興会事務局
　　（生涯学習課内
　　☎34−0511、ＦＡＸ34−3112）

地域活性化サロン「よらいん　あらはま」
参加者募集

地域の方々と交流することで、顔見
知りを作ってみませんか。参加無料、申
込不要ですので、どなたでも気軽に参
加ください。
対　象　荒浜地区にお住まいの方
日　時　５月22日（火）
　　　　10：00～12：00
場　所　荒浜地区交流センター
内　容　脳トレ体操、お茶会
問　亘理町社会福祉協議会
　　（☎34−7551）

第45回日独スポーツ少年団
ホームステイ家庭募集

ドイツのスポーツ少年団とスポーツ
を通して言語や文化などの様々な違い
を感じ交流を深めてみませんか。
受入期日　７月28日（土）～
　　　　　７月29日（日）（１泊２日）
受入者数　�１〜２人程度（男女16～

22歳）
対　　象　�スポーツを通して海外の文

化を学び、また日本文化を
発信する意欲のある家庭。

※詳細は後日受入希望者と相談。
問　生涯学習課（☎34－0511）

図書館講座「野菜づくりのコツと裏ワザ」

家庭菜園などに役立つ講習会を開催
します。ぜひ参加ください。
日　　時　５月19日（土）
　　　　　14：00～15：30
会　　場　悠里館３階
講　　師　水野 隆史 氏
　　　　　（（一社）農山漁村文化協会）
定　　員　50人
申込方法　�図書館カウンターまたは電

話で申し込みください。
申込期間　５月１日（火）10：00～
　　　　　※定員になり次第締切
問　図書館（☎34－8700）

「楽しい着付け教室」受講生募集

着付けの基本と技術を身につけなが
ら、仲間の輪を広げ、また「立居振舞」に
ついても学習します。
期　　間　（全５回、各回金曜日）
　　　　　６月～10月　13：30～15：30
会　　場　中央公民館
対　　象　女性のみ
定　　員　20人
　　　　　※定員を上回った場合は抽選。
受 講 料　500円
講　　師　酒井 友子 氏
　　　　　※�無料託児あり。２歳以上

で一人遊びができるお子
さん対象。

申込方法　�中央公民館に備え付けの申
込用紙に記入のうえ申し込
みください。

　　　　　※電話、FAX申込不可。
申込締切　５月18日（金）
問　中央公民館（☎34−3111）

「いきいきスポーツ教室」　受講生募集

気軽に楽しめるニュースポーツなど
を活用して健康の増進と仲間作りをし
ましょう。
日　　時　６月５・19日、７月17・31日・
　　　　　８月７・28日
　　　　　※各回火曜日、9：30～11：30
場　　所　Ｂ＆Ｇ体育館
対　　象　45歳以上の町民
定　　員　20人
講　　師　谷津　千枝　氏
受 講 料　500円
申込方法　�生涯学習課、Ｂ＆Ｇ体育館に

備え付けの申込用紙に記入
のうえ申し込みください。

申込締切　５月22日（火）
問　生涯学習課（☎34−0511）

「アロマセラピー教室」受講生募集

癒しや健康維持、ストレスの解消な
ど様々な効能があるアロマ（香り）を用
いた季節ごとのスキンケア用品などを
作り、日々の疲れを癒し、心も身体もリ
ラックスしませんか？
期　　間　（全５回、各回木曜日）
　　　　　６月～10月　9：30～11：30
会　　場　中央公民館
対　　象　どなたでも（初心者優先）
定　　員　20人
　　　　　※定員を上回った場合は抽選。
受 講 料　500円
材 料 費　１回あたり1,000円程度
講　　師　岩城 礼子 氏
　　　　　※�無料託児あり。２歳以上

で一人遊びができるお子
さん対象。

申込方法　�中央公民館に備え付けの申
込用紙に記入のうえ申し込
みください。

　　　　　※電話、FAX申込不可。
申込締切　５月18日（金）
問　中央公民館（☎34−3111）

募　集
第16回　町長杯争奪

グラウンド・ゴルフ大会

日　　時　６月６日（水）8：30〜
　　　　　※小雨決行
　　　　　※�雨天時は６月13日（水）

に延期
場　　所　亘理公園野球場
内　　容　�男女別の個人戦および地区

別団体戦
対　　象　�亘理町民でグラウンド・ゴ

ルフに興味のある方
定　　員　110人
参 加 料　300円
申込方法　�中央公民館、各地区交流セ

ンターへ申し込みください。
申込締切　５月21日（月）
申込・問　亘理町GG協会事務局
　　　　（佐藤☎36－2873）
　　　　生涯学習課 スポーツ推進班
　　　　（☎34−0511）

自動車税の期限内納付について

今年度の納期限は５月31日（木）で
す。納税通知書は５月中旬に郵送しま
すので、納期限までに忘れずに納付く
ださい。金融機関、コンビニ、各県税事
務所での納付のほか、インターネット
を利用したクレジットカード納付（「納
税！」で検索）やペイジーも利用でき
ます。すでに口座振替の手続きをされ
た方は５月31日（木）に振り替えられ
ますので前日までに残高を確認くださ
い。納税証明書は車検の際に必要です
ので、大切に保管ください。なお、ペイ
ジーやクレジットカードによる納付の
場合、納税証明書は郵送されませんの
で必要な場合は窓口で申請ください。
問　宮城県仙台南県税事務所
　　課税（税額・減免）に関すること
　　　課税第一班（☎022−248−2961）
　　納付方法・納税証明書に関すること
　　　納税第二班（☎022−248−2986）
　　納税相談に関すること
　　　納税第一班（☎022−248−2963）

・平成30年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平成30年６月１日
時点で実施します。
・工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な
調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
・調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国および地域行政施策のための基礎資料として
利活用されます。
・調査票に記入された内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは絶対にあ
りません。
・調査の趣旨・必要性を理解いただき、回答願います。
問　企画財政課 企画班（☎34−0505）

町では結婚を希望する方々を応援するため、「みやぎ青年婚活サポートセ
ンターPISA（ピサ）会員」の入会金（15,000円）の半額を助成します。
助成対象者　次の要件を満たす方
・サポートセンターに入会した方
・交付申請日以前に1年以上亘理町に住所を有し、将来も亘理町に定住を
希望する方で、かつ現に婚姻をしていない方
・町税などを完納している方

助 成 額　7,500円（入会金15,000円の半額）
　　　　　※助成金の交付は1人1回まで
申請方法　�申請書に次の書類などを添えて、サポートセンターの会員登録の

日から３月以内に町民生活課へ申請ください。
・亘理町みやぎ青年婚活サポートセンター利用促進助成金申請書
・みやぎ青年婚活サポートセンター発行の領収書または会員証の写し
・振込口座通帳の写し（申請書に記載します。）
・印鑑（申請書に押印します。）

問　助成金申請：町民生活課 生活環境班（☎34－1113）
　　入会申込：みやぎ青年婚活サポートセンター（☎022－293−4638）

平成30年工業統計調査を実施します

亘理町みやぎ青年婚活サポートセンター　利用促進助成金制度のお知らせ

入場無料、申込不要でどなたでも参加できます。直接来場ください。
日　時　５月18日（金）　10：00～11：30（受付9：30～）
場　所　中央公民館　視聴覚室
内　容　「亘理の歴史について〜戊辰戦争後の亘理〜」
講　師　菅野 達雄 氏（郷土資料館学芸員）

亘理町地域婦人団体連絡協議会　会員募集
地域活動や研修会などの婦人会行事をとおして、知識と教養を深め、より
魅力ある女性を目指して一緒に活動してみませんか。年齢問わず、女性であ
ればどなたでも入会できます。気軽に問い合わせください。
主な活動　郡婦連大会、１日研修、社会奉仕活動、各単位婦人会活動など
問　亘理町地域婦人団体連絡協議会（三品☎34−6109）
　　生涯学習課（☎34−0510）

第68回亘理郡婦連大会

工業統計キャラクター
コウちゃん
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お し ら せ ひろば

イノシシ被害防止対策事業費
補助金のお知らせ

農作物および住環境への被害軽減の
ための資材購入費について補助金を交
付します。
補助対象　�総額３万円以上の農作物お

よび住環境への被害を防止
する資材購入費

補 助 率　資材費用の２分の1以内
　　　　　（上限額15万円）
　　　　　※購入前に相談ください。
問　農林水産課 農政班（☎34−0503）

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
作動テストを定期的に実施します

地震・津波や武力攻撃などの緊急時
に国からの情報をいち早く伝える全国
瞬時警報システム（Ｊアラート）の不具
合の発生抑制と継続的な情報伝達訓練
を目的として、平成30年度から、全国
一斉情報伝達訓練（作動テスト）を四半
期（３ヵ月）ごとに実施します。
訓練日時　５月16日（水）
　　　　　11：00（予定）
内　　容　防災無線によるテスト放送
問　総務課 安全推進班
　　（☎34−1111）

「肺がんＣＴ検診」のお知らせ

肺がんＣＴ検診を実施します。対象
年齢の方へ4月下旬に申込書を郵送し
ています。受診を希望する方は申込期
限までに申し込みください。また、対象
外でも、50歳以上で受診を希望する方
は全額自己負担で受診することができ
ますので、健康推進課窓口で申し込み
ください。
※肺がんＣＴ検診を受診した方は、８
月実施予定の結核・肺がん検診を受
診する必要はありません。

日　　時　６月19日（火）～22日（金）
会　　場　佐藤記念体育館
対　　象　55・60・65歳
　　　　　（年齢基準日：平成31年４月１日）
個人負担金　5,000円
　　　　　（全額自己負担の場合8,640円）
申込期限　５月15日（火）
申込・問　健康推進課 健康推進班
　　　　（☎34−0524）

暮らし
第３子以降等小学校入学祝金

支給制度の申請書を配布します

少子化対策の一環として、多子世帯
家庭などの教育にかかる経済的負担の
軽減を目的に、第３子以降などが小学校
に入学する際にお祝い金を支給します。
対象条件
第３子以降の子を監護する保護者
①�保護者は対象児童が入学する年
の５月１日に町内に住所を有
し、３人以上の子を監護してい
ること
②�入学する対象児童が町内に住所
を有すること

里子を養育する里親
①�児童福祉法第６条の４第１項に
規定する里親のうち、被措置児
童が入学する年の５月１日に町
内に住所を有する里親
②�入学する被措置児童が町内に住
所を有すること

支給金額　３万円
申請方法　�町内小学校を通じ、５月中に

お知らせを配布予定です。
問　子ども未来課（☎34－1225）

有害鳥獣駆除を実施します

農作物の安定した収量の確保を図る
ため、６月３日（日）に、日の出から日没
にかけて、銃器によるカラスなどの有
害鳥獣駆除を行います。
問　農林水産課 農政班（☎34−0503）

弁護士法人

民事・相続・離婚・内容証明

弁護士　森山　　博（仙台弁護士会所属）
弁護士　工藤　芳明（仙台弁護士会所属）
弁護士　中谷　　洸（仙台弁護士会所属）

岩沼市中央一丁目5番12号

■ 事前に、お電話にて相談日のご予約をお願い致します。　■ 受付時間　9：00～17：00（土・日・祝日除く）

仙南事務所

TEL 0223－29－4381

希望
あんしん・ていねい・わかりやすいを大切にしています

〔広告〕

ひ ろ ば
お し ら せ

清水　健

〔広告〕

口座振替で納税されている方で、諸事情により口座を
閉鎖された場合は税務課まで連絡をお願いします。税金情報 ２今月は固定資産税の第１期と軽自動車税の納期限

です。５月31日(木)までに忘れずに納めましょう。税金情報 １

胃がん検診を実施します。先に検診を申し込まれた方には４月下旬に受診
票を郵送しています。追加で検診を希望する場合は健康推進課窓口で申し込
みください。
対　　象　30歳～79歳（年齢基準日：平成31年４月１日）
個人負担金　2,500円　※亘理町国保に加入の方は800円が助成されます。
検診日程および検診会場
５月15日（火）、16日（水） 勤労青少年ホーム、農村環境改善センター
５月17日（木） 勤労青少年ホーム、佐藤記念体育館
５月18日（金）～22日（火） 佐藤記念体育館
５月23日（水）～26日（土） Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
５月28日（月）～30日（水） 佐藤記念体育館

追加申込期限　５月29日（火）
申込・問　健康推進課 健康推進班（☎34−0524）

各納税通知書発送日
・軽自動車税、固定資産税・都市計画税　５月15日（火）
・町・県民税（普通徴収）、国民健康保険税　６月15日（金）
※通知書が届いたら内容を確認のうえ期別の順番に納期限内に納付しましょう。

各税目の期別と納期限
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

町・県民税
（普通徴収）

１期
7/2

２期
8/31

３期
10/31

４期
1/31

軽自動車税 全期
5/31

固定資産税・
都市計画税

１期
5/31

２期
7/31

３期
1/4

４期
2/28

国民健康保険税 １期
7/2

２期
7/31

３期
8/31

４期
10/1

５期
10/31

６期
11/30

７期
1/4

８期
1/31

９期
2/28

10期
4/1

※上段：期別、下段：平成30年度納期限
※納期限は、納付月の末日。ただし、末日が土・日曜日の場合は、翌平日となります。
問　固定資産税・都市計画税　軽自動車税　町・県民税（普通徴収）に関すること
　　　税務課 課税班（☎34－1112内線143～147）
　　国民健康保険税に関すること
　　　健康推進課 保険年金班（☎34－0501）

歯周疾患は、妊娠時期においては早産や低体重児出生へのリスクを高め、中高年以降は歯の喪失の主な原因となって
います。この機会にぜひ受診ください。

対 象 町内在住の妊娠中の方
　※安定期や体調の良い時に受診ください。

町内在住で40・50・60・70歳の方
　※年齢は平成31年4月1日現在です。

期 間 平成31年３月31日（日）まで

持ち物
①亘理町歯周疾患検診（妊婦）受診票
※母子健康手帳別冊の中に綴られている複写式のもの
②母子健康手帳
③健康保険証

①歯周疾患検診の通知書（郵送されたもの）
②歯科健診票（医療機関にあります）
③健康保険証

料 金 無料※治療した場合は保険診療で自己負担となります。
受け方 下記医療機関での個別健診※事前に電話予約が必要です。

亘理町歯周疾患検診委託医療機関
医療機関名 住　　　所 電話番号 医療機関名 住　　　所 電話番号

う さ ぎ 歯 科 逢隈高屋字柴北100 32−1822 佐藤歯科・矯正歯科医院 字中町東192－1 33−0355
き く ち 歯 科 字東郷193−3 34−0644 津 川 歯 科 医 院 字中町東230−2 34−4733
紺野歯科クリニック 逢隈中泉字中123−4 32−0677 鳥 の 海 歯 科 医 院 荒浜字御狩屋103−4 35−3222
済生堂歯科クリニック 逢隈田沢字鈴木掘79−5 32−0405 医療法人 マコト歯科医院 字上茨田1−1 34−5135
斉 藤 歯 科 医 院 逢隈田沢字遠原25−6 34−8241 山形歯科クリニック 字上茨田15−1 34−2133

問　健康推進課 健康推進班（☎34−0524）

「胃がん検診」のお知らせ

平成30年度　町税の納税通知書を送付します

妊娠中の方と40歳・50歳・60歳・70歳の方を対象に歯周疾患検診を実施します
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〔広告〕

ブログ見て下さい こんなお店です♪

まるごとや
宮城県亘理郡山元町鷲足字中道

☎

・不用品処分・遺品整理・ごみ屋敷
・お庭の手入れ・水まわりサービス
・ハウスクリーニング・網戸張替
・エアコンサービス・アンテナ作業
・雨樋清掃・ハチ駆除・買取 など…
上記以外でも、お気軽にお声掛け下さいませ

見積
無料

ま
る
ご
と
や

まるごとや
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